
年
度

年
度

年 年
度

年
度

地
域

一
体

の
対

策

国
土

交
通

省

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）
の

増
減

割
合

、
「H

30
～

R
2→

R
3～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

先
進

安
全

技
術

の
性

能
認

定
制

度
に

よ
り

認
定

を
実

施
。

7
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9
-3

0.
8%

27
.3

%

（イ
）の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
う

ち
H

26
以

前
の

も
の

は
ト

レ
ー

ス
で

き
な

い

20
12

5
5

き
め

細
か

な
対

策

-
-

-
-

61
6

65
4

64
8

82
7

94
5
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)
ア

○

予
算

の
内

数
国

土
交

通
省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

車
両

安
全

対
策

検
討

会
で

審
議

さ
れ

拡
充

・強
化

し
た

道
路

運
送

車
両

の
保

安
基

準
（フ

ロ
ー

）
件

44
.5

%
26

1
22

1
24

0
29

3
43

5
44

6
イ

ン
プ

ッ
ト

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

車
安

全
特

別
会

計
百

万
円
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8
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7
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.0

%
3.

2%
pt

6.
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.0

%

国
土

交
通

省
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道

路
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送
車

両
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安
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準

の
拡

充
・
強

化
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84
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安
全

運
転

サ
ポ

ー
ト

車
な

ど
の

普
及
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況

（衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

の
新

車
乗

用
車

搭
載

率
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フ
ロ

ー
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%
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45
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%
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車
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全
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両
の

安
全

対
策
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万

円
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41
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予
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の
内

数
国

土
交

通
省

ア
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車
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安
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対
策

検
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開
催

回
数

（フ
ロ

ー
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65
4
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年 ・ 年 度

単
位

H
2
3

H
2
4

H
2
5

R
5

R
2
→
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→
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～
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の
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安
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善
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進

ア
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路
運

送
車

両
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保
安

基
準
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拡

充
・
強

化
等

計
画
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載
さ

れ
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い
る

概
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・
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A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

検
討

の
充

実
に

よ
る

車
両

安
全

対
策
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一
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の

拡
充

・強
化
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保

安
基

準
の

拡
充

・強
化
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（
イ

）
　

道
路

運
送

車
両

の
保

安
基

準
の

拡
充

・強
化

令
和

３
年

～
令

和
５

年
度

ま
で

、
保

安
基

準
の

拡
充

・強
化

に
つ

い
て

検
討

し
、

種
々

の
基

準
改

正
を

実
施

し
た

。
具

体
的

に
は

、
令

和
３

年
度

：後
退

時
車

両
直

後
確

認
装

置
（
バ

ッ
ク

カ
メ

ラ
等

）
の

義
務

化
、

乗
用

車
等

の
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
の

基
準

の
強

化
（対

自
転

車
）

令
和

４
年

度
：大

型
車

の
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
、

自
動

車
線

維
持

シ
ス

テ
ム

(速
度

拡
張

・車
線

変
更

)の
基

準
の

強
化

令
和

５
年

度
：二

輪
自

動
車

等
の

後
面

衝
突

警
告

表
示

灯
、

タ
イ

ヤ
の

ウ
ェ

ッ
ト

グ
リ

ッ
プ

性
能

等
の

基
準

の
強

化
等

の
基

準
改

正
を

実
施

し
た

。
今

後
も

保
安

基
準

の
一

層
の

拡
充

・強
化

に
努

め
て

い
く
。

国
土

交
通

省

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

記
入

府
省

庁

（
ア

）　
車

両
の

安
全

対
策

の
推

進

令
和

３
年

～
令

和
５

年
度

ま
で

、
毎

年
2～

3
回

車
両

安
全

対
策

検
討

会
を

実
施

し
、

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

の
事

故
削

減
効

果
の

評
価

等
を

行
っ

た
。

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

の
新

車
へ

の
搭

載
率

は
令

和
３

年
か

ら
令

和
５

年
に

お
い

て
97

.2
%か

ら
99

.0
％

へ
上

昇
し

、
車

両
安

全
対

策
の

強
化

が
図

ら
れ

て
い

る
。

今
後

も
そ

の
他

の
技

術
に

つ
い

て
評

価
を

行
う

な
ど

、
引

き
続

き
車

両
安

全
対

策
の

一
層

の
拡

充
・強

化
に

努
め

て
い

く
。
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土
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年
度

年
度

年
度

年
度

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

に
お

い
て

合
計

で
35

6百
万

円
の

予
算

を
確

保
し

た
上

で
、

A
S
V

推
進

検
討

会
を

継
続

し
て

開
催

し
、

A
S
V

技
術

の
開

発
・普

及
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

今
後

も
引

き
続

き
、

「自
動

運
転

の
高

度
化

に
向

け
た

A
S
V

の
更

な
る

推
進

」と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

A
S
V

車
両

の
開

発
・普

及
の

促
進

を
行

っ
て

い
く
。

国
土

交
通

省

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

A
S
V

推
進

検
討

会
に

お
い

て
、

令
和

３
年

度
よ

り
「自

動
運

転
の

高
度

化
に

向
け

た
A

S
V

の
更

な
る

推
進

」と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

継
続

的
に

検
討

を
行

っ
て

い
る

。

1
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0.
0%
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0.

0%
国

土
交

通
省

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合
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万

円
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等
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ウ
ト

カ
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A
S
V

推
進

検
討
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上
げ
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S
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技
術
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数

（
フ

ロ
ー

）
件
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1

2
3
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2
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1
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0.
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イ
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イ
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国

土
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通
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車
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S
V
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土
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土
交
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1
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1
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ア

ウ
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世
界
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先

行
し
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実
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が
進

む
A

S
V

技
術

（
フ

ロ
ー

）
件

0
3

0
1

0
1

75
.0

%

ア
ウ
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プ

ッ
ト

A
S
V
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進

検
討
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の
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催
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→
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～
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2
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備
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R
3

R
4
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R
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→

R
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施
策

名

4
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車

両
の

安
全

性
の

確
保

(1
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車
両

の
安

全
性

に
関

す
る

基
準

等
の

改
善

の
推

進

イ
　

先
進

安
全

自
動

車
（A

S
V

）の
開

発
・
普

及
の

促
進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
A

S
V

車
両

の
開

発
・普

及
の

促
進

・
技

術
進

展
や

事
故

デ
ー

タ
を

踏
ま

え
た

、
通

信
技

術
の

利
用

や
地

図
情

報
と

連
携

し
た

先
進

安
全

技
術

に
係

る
技

術
指

針
の

高
度

化
　

等

高 齢 者

子 供
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自 転 車
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位
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年
度

年 年 年 年 年 年 年 年
21

1

実
績

デ
ー

タ

R
5 47

99
.0

%

96
.1

%

15
,7

11 29

35
6

1,
54

1

27
7

30
5

40
42

49
37

-
-

66
.2

%
77

.8
%

32

22
,9

15
22

,2
47

警
察

庁

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）
の

増
減

割
合

、
「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。20
9

18
1

19
3

1.
0%
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2.

4%
25

3
31

3
22

9
24

8
22

8
23
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ア

ウ
ト

カ
ム

23
,5
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高
齢

者
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第

１
当

事
者
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の

ペ
ダ

ル
踏
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間

違
い

事
故

重
傷

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人
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6

警
察

庁

高
齢

者
（
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１
当

事
者
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ペ
ダ

ル
踏

み
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違
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死
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ロ
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3
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4
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0
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.6
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警

察
庁
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警
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庁

高
齢
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（
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１
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違
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故
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ロ
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7
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9
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齢
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追
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ー
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齢
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追
突

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

27
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齢
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追
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5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

4
(1

)
ウ

○

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-1
0.

0%

47
.1

%

93
.7

%
95

.8
%

-
-

-

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(1
)　

車
両

の
安

全
性

に
関

す
る

基
準

等
の

改
善

の
推

進

ウ
　

高
齢

運
転

者
に

よ
る

事
故

が
相

次
い

で
発

生
し

て
い

る
状

況
を

踏
ま

え
た

安
全

対
策

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
高

齢
運

転
者

が
自

ら
運

転
を

す
る

場
合

の
安

全
対

策
と

し
て

、
安

全
運

転
サ

ポ
ー

ト
車

の
性

能
向

上
・
普

及
促

進
等

の
車

両
安

全
対

策
の

推
進

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
6

2
4
1

242243



地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・
高

齢
運

転
者

に
よ

る
交

通
事

故
防

止
対

策
調

査
と

し
て

、
ペ

ダ
ル

踏
み

間
違

い
事

故
の

要
因

に
関

す
る

調
査

を
行

い
、

車
両

の
安

全
対

策
に

活
か

し
た

。
今

後
も

引
き

続
き

、
高

齢
運

転
者

が
自

ら
運

転
を

す
る

場
合

の
安

全
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

国
土

交
通

省

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

2
4
2

243244



年
度

年
度

年
度

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）0
0

1
0

0
0.

0%
0

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

車
両

の
安

全
性

等
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
、

令
和

5
年

度
に

自
動

運
転

技
術

を
用

い
た

「自
動

バ
レ

ー
駐

車
シ

ス
テ

ム
」に

関
す

る
IS

O
が

発
行

さ
れ

た
。

き
め

細
か

な
対

策

63
39

99

0
02

1
0

2

0.
0%

経
済

産
業

省
1

経
済

産
業

省

経
済

産
業

省
19

2

増
減

率
（
％

）

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

地
域

一
体

の
対

策

百
万

円
4
7

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

イ
ン

プ
ッ

ト
経

済
産

業
省

の
予

算

発
行

さ
れ

た
J
IS

の
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

2

10
2

-6
.5

%

4
0.

0%
10

0.
0%

0

実
績

デ
ー

タ

R
5 19

5 2 1

16
1

21
2

0
1

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

H
2
6

H
2
7 1

0

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

に
行

っ
た

施
策

を
踏

ま
え

た
評

価
評

価
府

省
庁

「
ス

マ
ー

ト
モ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
高

度
化

に
関

す
る

国
際

標
準

化
（R

4
-6

）
」
及

び
「
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
に

寄
与

す
る

技
術

の
国

際
標

準
化

（R
5-

7）
」に

係
る

事
業

を
継

続
し

て
実

施
。

こ
れ

ら
の

事
業

は
、

自
動

運
転

シ
ス

テ
ム

(自
動

車
専

用
道

路
自

動
運

転
、

衝
突

回
避

、
ペ

ダ
ル

踏
み

間
違

い
事

故
防

止
な

ど
)及

び
自

動
運

転
に

関
わ

る
安

全
技

術
(サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

更
新

、
ド

ラ
イ

バ
ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

な
ど

)の
機

能
・性

能
要

件
や

、
評

価
方

法
を

規
定

す
る

国
際

標
準

の
開

発
を

民
間

に
委

託
す

る
も

の
。

我
が

国
が

優
位

性
を

持
つ

技
術

を
国

際
標

準
に

組
み

込
む

こ
と

に
よ

り
、

日
本

の
強

み
が

活
か

さ
れ

、
さ

ら
に

は
日

本
の

考
え

方
と

も
整

合
さ

れ
た

国
際

標
準

と
な

る
よ

う
、

自
動

車
技

術
会

な
ど

の
民

間
団

体
と

協
力

し
て

推
進

し
て

い
る

。
令

和
5年

度
に

お
い

て
は

「自
動

バ
レ

ー
駐

車
シ

ス
テ

ム
」に

係
る

IS
O

を
我

が
国

よ
り

提
案

し
発

行
に

至
っ

て
お

り
、

自
動

運
転

技
術

の
普

及
に

よ
る

車
両

の
安

全
性

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

経
済

産
業

省

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

R
4

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

日
本

提
案

に
よ

り
発

行
さ

れ
た

国
際

規
格

お
よ

び
J
IS

の
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

2
0

0
4

11
5

12
9

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(1
)　

車
両

の
安

全
性

に
関

す
る

基
準

等
の

改
善

の
推

進

エ
　

車
両

の
安

全
性

等
に

関
す

る
日

本
産

業
規

格
の

整
備

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

(1
)

エ

H
2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標

19
7

13
6

1.
6%

0

2
4
3

244245



年
度

年
度

年 年 年

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

百
万

円
16

.9
%

R
1か

ら
事

業
開

始

-
R

4か
ら

集
計

開
始

件
-

-
-

-

-
-

-
-

-

H
2
3

1
1

-

-

-
1
0
0
.0

%
-3

3.
3%

R
1か

ら
事

業
開

始

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

車
安

全
特

別
会

計

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

引
き

続
き

、
自

動
運

転
技

術
の

進
展

に
応

じ
て

、
よ

り
高

度
な

自
動

運
転

機
能

に
つ

い
て

の
基

準
策

定
を

進
め

る
。

国
土

交
通

省

・
令

和
４

年
６

月
に

、
高

速
道

路
で

の
車

線
維

持
機

能
を

有
す

る
自

動
運

行
装

置
の

要
件

に
つ

い
て

、
従

来
の

乗
用

車
等

に
加

え
、

大
型

車
等

に
つ

い
て

も
適

用
す

る
改

正
を

行
っ

た
。

国
土

交
通

省

・
令

和
５

年
１

月
に

、
高

速
道

路
で

の
車

線
維

持
機

能
を

有
す

る
自

動
運

行
装

置
の

要
件

に
つ

い
て

、
作

動
可

能
な

上
限

速
度

を
引

き
上

げ
る

と
と

も
に

、
車

線
変

更
機

能
の

要
件

を
追

加
し

た
。

ま
た

、
令

和
４

年
４

月
に

成
立

し
た

道
路

交
通

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
を

踏
ま

え
、

自
動

運
行

装
置

の
要

件
に

つ
い

て
、

運
転

者
が

不
在

と
な

る
場

合
を

想
定

し
た

規
定

の
整

備
を

行
っ

た
。

国
土

交
通

省

28
6

国
土

交
通

省
29

.4
%

警
察

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
動

運
転

機
能

の
基

準
策

定
（フ

ロ
ー

）
－

-
-

-
国

土
交

通
省

-
-

-
-

自 転 車

評
価

指
標

重
視

す
べ

き
視

点

-
イ

ン
プ

ッ
ト

H
3
0

0 0 0 0

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

実
績

デ
ー

タ

R
5

R
3

R
1

R
2

0
2

27
7

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(2
)　

自
動

運
転

車
の

安
全

対
策

・活
用

の
推

進

ア
　

自
動

運
転

車
に

係
る

安
全

基
準

の
策

定

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
自

動
運

転
技

術
の

更
な

る
進

展
に

応
じ

、
よ

り
高

度
な

自
動

運
転

機
能

に
つ

い
て

の
基

準
の

策
定

備
　

考

増
減

率
（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

R
4

R
2
→

R
5

注
2

担
当

府
省

庁

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

H
2
8

H
2
9

高 齢 者

子 供

歩 行 者

-
-

-
R

4か
ら

集
計

開
始

-
22

0
21

4
19

8

地
域

一
体

の
対

策

-
-

-
-

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

重
傷

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人

-
-

-
-

-
-

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

死
者

数
（
フ

ロ
ー

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

-
0

-

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

-
-

0
-

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）
警

察
庁

-
-

-
- -

-

-

-

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）
の

増
減

割
合

、
「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-
R

4か
ら

集
計

開
始

警
察

庁

-
0

-

4
(2

)
ア

人
-

-
-

-
-

2
4
4

245246



年
度

年
度

年
度

・
自

動
運

転
移

動
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

促
進

に
向

け
、

社
会

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

自
動

運
転

車
の

安
全

水
準

に
つ

い
て

明
確

化
を

行
う

た
め

の
検

討
を

行
い

、
国

際
的

な
議

論
や

、
技

術
進

展
及

び
社

会
情

勢
等

を
踏

ま
え

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
改

定
を

実
施

し
て

い
く
。

国
土

交
通

省

・
（独

）
自

動
車

技
術

総
合

機
構

交
通

安
全

環
境

研
究

所
等

と
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
予

算
執

行
及

び
事

業
実

施
管

理
の

適
正

化
に

努
め

る
。

国
土

交
通

省

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

国
土

交
通

省

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

-
0

1
-

-
R

4か
ら

検
討

実
施

-
-

-
-

-
-

-
R

4か
ら

実
施

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

改
定

数
（フ

ロ
ー

）
件

-
-

-
-

-
-

-
1

1
-

-
-

-
-

-
-

18
4

-
-

R
4か

ら
実

施
国

土
交

通
省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

社
会

が
受

入
れ

可
能

な
シ

ス
テ

ム
責

任
や

シ
ス

テ
ム

判
断

の
あ

り
方

に
関

す
る

調
査

（
フ

ロ
ー

）
件

-
-

-
-

-
-

-
17

9
-

-
-

-
-

-
イ

ン
プ

ッ
ト

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

運
転

（
レ

ベ
ル

４
）の

法
規

要
件

の
策

定
に

向
け

た
調

査
・
検

討
百

万
円

4
(2

)
イ

○高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
R

2
R

3
R

4
R

5
R

2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(2
)　

自
動

運
転

車
の

安
全

対
策

・活
用

の
推

進

イ
　

安
全

な
無

人
自

動
運

転
移

動
サ

ー
ビ

ス
車

両
の

実
現

に
向

け
た

取
組

の
促

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
地

方
部

に
お

け
る

高
齢

者
等

の
移

動
に

資
す

る
無

人
自

動
運

転
移

動
サ

ー
ビ

ス
車

両
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
、

実
証

実
験

や
技

術
要

件
の

策
定

等
の

取
組

の
促

進

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度
単

位
H

2
3

H
2
4

H
2
5

備
　

考
担

当
府

省
庁

2
4
5

246247



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

に
お

い
て

合
計

で
35

6百
万

円
の

予
算

を
確

保
し

た
上

で
、

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

、
過

信
・誤

解
の

防
止

等
に

向
け

た
活

動
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

今
後

も
引

き
続

き
、

「自
動

運
転

の
高

度
化

に
向

け
た

A
S
V

の
更

な
る

推
進

」と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

取
組

を
進

め
る

。
国

土
交

通
省

・
自

動
運

転
移

動
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

促
進

に
向

け
、

社
会

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

自
動

運
転

車
の

安
全

水
準

に
つ

い
て

明
確

化
を

行
う

た
め

の
検

討
を

行
い

、
国

際
的

な
議

論
や

、
技

術
進

展
及

び
社

会
情

勢
等

を
踏

ま
え

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
改

定
を

実
施

し
て

い
く
。

国
土

交
通

省

・
（独

）
自

動
車

技
術

総
合

機
構

交
通

安
全

環
境

研
究

所
等

と
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
予

算
執

行
及

び
事

業
実

施
管

理
の

適
正

化
に

努
め

る
。

国
土

交
通

省

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-
-

-
0

1
-

-
-

-
-

-
-

4
(2

)

1
-

-
国

土
交

通
省

0
0

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

改
定

数
（フ

ロ
ー

）
件

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

件

-
R

4か
ら

検
討

実
施

国
土

交
通

省

--

R
4か

ら
実

施
国

土
交

通
省

-
-

-
-

-
-

R
4か

ら
実

施
国

土
交

通
省

国
土

交
通

省
-

-

1

-
18

4
-

-
-

-
-

-

イ
ン

プ
ッ

ト

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

回
数

（フ
ロ

ー
）

国
土

交
通

省
の

予
算

先
進

安
全

自
動

車
（
A

S
V

)プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
百

万
円

-
-

-

-
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

社
会

が
受

入
れ

可
能

な
シ

ス
テ

ム
責

任
や

シ
ス

テ
ム

判
断

の
あ

り
方

に
関

す
る

調
査

（
フ

ロ
ー

）
件

-
-

--
- -

-

-
12

2
11

9
11

5
-

-
-

1
-

R
2
→

R
5

注

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(2
)　

自
動

運
転

車
の

安
全

対
策

・活
用

の
推

進

ウ
　

自
動

運
転

車
に

対
す

る
過

信
・
誤

解
の

防
止

に
向

け
た

取
組

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
自

動
運

転
車

に
つ

い
て

、
ユ

ー
ザ

ー
が

過
信

・誤
解

す
る

こ
と

な
く
、

使
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
取

組
の

推
進

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

運
転

（
レ

ベ
ル

４
）の

法
規

要
件

の
策

定
に

向
け

た
調

査
・
検

討
百

万
円

-
-

17
9

-
-

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

ウ

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度
単

位
H

2
3

H
2
4

H
2
5

備
　

考
担

当
府

省
庁

R
2

R
3

R
4

R
5

2
4
6

247248



年
度

年
度

年 年 年

実
績

デ
ー

タ

R
5 - -

16 0 0 0

R
4か

ら
集

計
開

始
警

察
庁

-
-

警
察

庁

警
察

庁
-

-

-

R
6か

ら
集

計
開

始
国

土
交

通
省

-
-

-
-

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

令
和

２
年

1
1月

に
施

行
し

た
、

道
路

運
送

車
両

法
に

基
づ

く
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
に

係
る

許
可

制
度

に
つ

い
て

、
的

確
な

運
用

等
を

行
っ

た
。

国
土

交
通

省

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-
-

0
-

-
R

4か
ら

集
計

開
始

-
-

-
-

-
-

百
万

円
- -

0
-

-

-
-

-
-

-
-

件
-

-
-

0
-

-
R

4か
ら

集
計

開
始

-
-

5
15

26
6.

7%
R

2に
制

度
創

設

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

重
傷

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人

-
-

-

-
-

-
-

人
-

-
-

-
-

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

死
者

数
（
フ

ロ
ー

）

国
土

交
通

省
24

22
0.

0%

多
岐

に
渡

る
た

め
把

握
出

来
ず

国
土

交
通

省
-

-
-

-

-

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算

-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
動

運
転

車
の

電
子

的
な

検
査

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

-
-

-
-

件
-

-
-

-

H
2
7

R
4

-
-

-
-

-
-

-
-

-

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

4
(2

)
エ

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-

-
-

-

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

自
動

運
転

車
（
第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）

-

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

に
係

る
許

可
件

数
（
フ

ロ
ー

）

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(2
)　

自
動

運
転

車
の

安
全

対
策

・活
用

の
推

進

エ
　

自
動

運
転

車
に

係
る

電
子

的
な

検
査

の
導

入
や

審
査

・許
可

制
度

の
的

確
な

運
用

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
自

動
運

転
車

の
設

計
・製

造
か

ら
使

用
過

程
に

わ
た

る
電

子
的

な
検

査
の

導
入

・
様

々
な

走
行

環
境

に
お

け
る

安
全

性
の

検
証

の
た

め
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
等

を
活

用
し

た
自

動
運

転
車

の
型

式
指

定
審

査
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

に
係

る
許

可
制

度
の

的
確

な
運

用

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

H
2
6

2
4
7

248249



年
度

年
度

年 年 年

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

警
察

庁

警
察

庁

警
察

庁

国
土

交
通

省
・自

動
運

転
車

の
事

故
の

原
因

及
び

事
故

に
伴

い
発

生
し

た
被

害
の

原
因

の
分

析
に

当
た

っ
て

、
事

故
現

場
や

事
故

当
事

者
等

か
ら

得
た

情
報

の
ほ

か
、

交
通

事
故

統
計

デ
ー

タ
、

過
去

の
類

似
の

交
通

事
故

等
の

情
報

を
最

大
限

活
用

し
た

複
合

的
な

分
析

を
実

施
。

国
土

交
通

省
・一

方
、

技
術

の
進

展
に

合
わ

せ
て

、
自

動
運

転
車

の
事

故
原

因
の

究
明

の
た

め
の

調
査

分
析

研
究

の
内

容
等

を
見

直
す

必
要

。

・今
後

の
対

応
方

針
と

し
て

、
調

査
分

析
１

件
毎

に
調

査
内

容
の

見
直

し
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

を
行

う
と

と
も

に
、

実
効

性
の

あ
る

再
発

防
止

策
及

び
被

害
軽

減
に

資
す

る
提

言
を

行
う

。
国

土
交

通
省

-
-

-
-

-
4

4
4

4

40 30

0 0 0

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(2
)　

自
動

運
転

車
の

安
全

対
策

・活
用

の
推

進

オ
　

自
動

運
転

車
の

事
故

に
関

す
る

原
因

究
明

及
び

再
発

防
止

に
向

け
た

取
組

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・自
動

運
転

車
の

事
故

に
つ

い
て

客
観

性
及

び
真

正
性

を
確

保
し

た
形

で
総

合
的

な
事

故
調

査
・分

析
を

実
施

し
、

速
や

か
な

事
故

原
因

の
究

明
及

び
再

発
防

止

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度

-
-

-

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-

自
動

運
転

車
（第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

死
者

数
（
フ

ロ
ー

）
人

-
-

-

-
-

H
2
4

H
2
5

イ
ン

プ
ッ

ト

-

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

運
転

車
・先

進
安

全
技

術
搭

載
車

事
故

分
析

事
業

百
万

円
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
(2

)
オ

-
-

件

-
-

-
-

１
次

ア
ウ

ト
カ

ム

自
動

運
転

車
（第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）

-

自
動

運
転

車
（
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
及

び
運

転
支

援
技

術
を

有
す

る
自

動
車

の
事

故
に

関
す

る
調

査
分

析
研

究
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）

件
-

-
-

-

実
績

デ
ー

タ

R
5

H
2
6

H
2
7

R
4

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

R
2

R
3

警
察

庁
-

-
-

30

0
-

-

0.
0%

0.
0%

30
-

30

国
土

交
通

省
0.

0%
0.

0%
年

度
R

２
か

ら
集

計
開

始
警

察
庁

-

-
-

-
-

-

0

R
4か

ら
集

計
開

始

1.
7%

R
2年

度
か

ら
実

施
、

①

0.
0%

-
-

-
-

-
-

42
40

-
40

-
-

-

注
：
「R

2→
R

5」
は

令
和

2年
（度

）に
対

す
る

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
、

「
H

30
～

R
2→

R
3
～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

自
動

運
転

車
（第

１
当

事
者

、
自

動
運

行
装

置
使

用
あ

り
）
の

交
通

事
故

重
傷

者
数

（フ
ロ

ー
）

人
-

-
-

-
-

R
4か

ら
集

計
開

始
警

察
庁

-
-

警
察

庁
-

-

国
土

交
通

省

警
察

庁
の

予
算

百
万

円

-
-

R
4か

ら
集

計
開

始

R
2年

度
か

ら
実

施

-

備
考

記
入

府
省

庁

①
自

動
運

転
に

係
る

事
故

原
因

の
適

正
な

究
明

に
要

す
る

経
費

警
察

庁

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-
-

-
-

0
-

警
察

庁

24
8

249250



年
度

年
度

年 年 年 年

実
績

デ
ー

タ

R
5

5

84
.5

%

99
.0

%

88
,7

43 11
2

1,
84

2

-1
3.

2%

6.
6%

pt

30
.0

%
国

土
交

通
省

国
土

交
通

省
79

.8
%

79
.7

%
80

.0
%

83
.1

%
82

.3
%

80
.9

%

66
.7

%

3.
6%

pt

自 転 車
種

類
・
名

称
単

位

国
土

交
通

省
の

予
算

被
害

者
保

護
増

進
等

事
務

取
扱

費
百

万
円

22
5,

62
4

21
9,

70
4

20
2,

20
8

H
2
3

％
-

-
-

3
2

1
.4

%

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(3
)　

自
動

車
ア

セ
ス

メ
ン

ト
情

報
の

提
供

等

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
自

動
車

の
安

全
装

置
の

正
し

い
使

用
方

法
、

装
備

状
況

等
の

一
般

情
報

、
自

動
車

の
車

種
ご

と
の

安
全

性
に

関
す

る
比

較
情

報
を

自
動

車
使

用
者

に
定

期
的

に
提

供
・
自

動
車

使
用

者
の

選
択

を
通

じ
て

、
よ

り
安

全
な

自
動

車
の

普
及

拡
大

を
促

進
す

る
と

同
時

に
、

自
動

車
製

作
者

の
よ

り
安

全
な

自
動

車
の

研
究

開
発

の
促

進
・
よ

り
安

全
な

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト

の
普

及
拡

大

備
　

考

増
減

率
（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

R
4

R
2
→

R
5

注
2

担
当

府
省

庁

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

H
2
8

H
2
9

高 齢 者

子 供

歩 行 者

生 活 道 路

評
価

指
標

重
視

す
べ

き
視

点

1
0

3
4

3
4

4

R
3

イ
ン

プ
ッ

ト

H
3
0

R
1

R
2

81
.8

%
81

.9
%

3
3

3
3

-
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

自
動

車
ア

セ
ス

メ
ン

ト
評

価
実

施
車

種
の

年
間

新
車

販
売

台
数

に
対

す
る

カ
バ

ー
率

（
フ

ロ
ー

）

14
1

11
2

-2
5.

9%
件

22
3,

99
6

97
.2

%
97

.8
%

3.
2%

pt

90
,1

62

人
27

3
24

5
22

0
20

3
16

8
18

2
14

7
17

0

地
域

一
体

の
対

策

2,
26

7
2,

19
4

1,
88

8
1,

55
8

自
動

車
（
第

１
当

事
者

）
の

追
突

事
故

重
傷

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人

2
,6

63
2,

55
8

2,
70

6
2,

33
4

○

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

の
新

車
乗

用
車

搭
載

率
（
フ

ロ
ー

）
％

41
.1

%

0.
6%

pt

H
26

以
前

は
未

集
計

の
た

め
デ

ー
タ

な
し

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

市
販

さ
れ

て
い

る
自

動
車

を
対

象
に

、
衝

突
安

全
性

能
や

予
防

安
全

性
能

に
関

す
る

評
価

等
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

。

き
め

細
か

な
対

策

1,
60

6
1,

61
7

18
.2

%

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

2,
28

5
2,

31
1

88
,8

26
-4

.2
%

自
動

車
（
第

１
当

事
者

）
の

追
突

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）
警

察
庁

19
2,

04
5

18
0,

11
8

16
3,

53
4

14
5,

76
6

12
2,

68
2

92
,6

72

自
動

車
（
第

１
当

事
者

）
の

追
突

事
故

死
者

数
（
フ

ロ
ー

）
警

察
庁

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）
の

増
減

割
合

、
「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-1
0.

2%
警

察
庁

12
0

13
5

0.
0%

4
(3

)

4.
3%

15
.4

%
国

土
交

通
省

45
.4

%
66

.2
%

77
.8

%
84

.6
%

93
.7

%
95

.8
%

2
4
9

250251



・
今

後
も

、
事

故
実

態
を

踏
ま

え
た

新
た

な
評

価
項

目
導

入
等

の
検

討
を

進
め

、
自

動
車

の
安

全
技

術
の

性
能

向
上

と
普

及
促

進
に

努
め

て
い

く
。

国
土

交
通

省

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・
令

和
３

年
～

令
和

５
年

度
に

お
い

て
自

動
車

安
全

性
能

評
価

42
車

種
、

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト

安
全

性
能

評
価

17
機

種
の

試
験

・評
価

を
行

い
、

評
価

実
施

車
種

の
年

間
新

車
販

売
台

数
に

対
す

る
カ

バ
ー

率
は

８
割

超
と

な
っ

た
。

国
土

交
通

省

・
新

た
に

「ペ
ダ

ル
踏

み
間

違
い

時
加

速
抑

制
装

置
 対

歩
行

者
」
（令

和
５

年
度

）
の

評
価

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

「衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

　
対

車
両

（交
差

点
（右

直
））

」や
、

「相
手

車
へ

の
影

響
も

評
価

す
る

新
た

な
前

面
衝

突
」の

令
和

６
年

度
開

始
に

向
け

た
試

験
・
評

価
方

法
を

策
定

し
た

。
国

土
交

通
省

・
試

験
結

果
、

評
価

結
果

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
と

と
も

に
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
地

方
運

輸
局

等
で

無
料

で
配

布
を

行
っ

た
。

国
土

交
通

省

2
5
0

251252



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

（ア
）
　

自
動

車
点

検
整

備
の

推
進

4

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
動

車
特

定
整

備
事

業
者

へ
の

立
入

検
査

件
数

（指
定

自
動

車
整

備
事

業
者

へ
の

監
査

件
数

を
除

く
。

）
（フ

ロ
ー

）

-
-

-
-

該
当

す
る

調
査

な
し

国
土

交
通

省
-

-
-

-
-

-

-
多

岐
に

渡
る

た
め

把
握

出
来

ず

令
和

2年
4

月
よ

り
、

自
動

車
整

備
制

度
は

、
名

称
を

「分
解

整
備

」か
ら

「特
定

整
備

」に
改

め
、

新
た

な
制

度
と

し
て

開
始

。

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

点
検

整
備

に
対

す
る

自
動

車
ユ

ー
ザ

ー
の

理
解

（ス
ト

ッ
ク

）
％

-
-

-
-

-

81
4

95
3

89
6

1,
08

9
33

.8
%

-8
.9

%
1,

84
5

1,
56

6
1,

53
1

1,
44

2
1,

33
8

1,
07

3

国
土

交
通

省
-

-
-

-
-

-

（ウ
）　

自
動

車
特

定
整

備
事

業
の

適
正

化
及

び
生

産
性

向
上

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
百

万
円

-
-

-
-

-

回
2
,0

37
1,

96
1

1,
62

1

-
-

-

-
-

-
-

該
当

す
る

調
査

な
し

国
土

交
通

省
-

-
-

-
-

-

-
-

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

不
正

改
造

車
の

排
除

に
関

す
る

国
民

の
理

解
（ス

ト
ッ

ク
）

％
-

-
-

-
-

68
0

81
0

78
6

82
1

20
.7

%
-1

1.
4%

1,
34

4
1,

23
9

1,
27

2
1,

04
7

1,
10

7
94

2

国
土

交
通

省

（イ
）　

不
正

改
造

車
の

排
除

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
百

万
円

-

1,
42

2
1,

16
3

85
0

96
7

97
4

1,
05

1

百
万

円
-

-

-
-

多
岐

に
渡

る
た

め
把

握
出

来
ず

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

不
正

改
造

車
に

対
す

る
整

備
命

令
（道

路
運

送
車

両
法

54
 条

の
2
）
（フ

ロ
ー

）

国
土

交
通

省

整
備

命
令

の
発

令
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

2
,2

94
1,

95
2

1,
95

8
1,

79
7

1,
59

1
1,

58
7

1,
36

5

3,
32

4
3,

15
5

2,
81

6
-1

6.
8%

-1
3.

5%
2,

04
7

2,
08

8
2,

07
7

3,
26

2
4,

10
1

3,
38

4

23
.6

%
-1

2.
9%

-
多

岐
に

渡
る

た
め

把
握

出
来

ず
国

土
交

通
省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

街
頭

検
査

の
実

施
回

数
（
フ

ロ
ー

）
回

2
,9

44
2,

64
8

2,
40

1
2,

21
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算

(4
)

ウ

R
2

R
3

R
4

R
5

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

件
1
,7

14
1,

42
5

1,
43

5

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

備
　

考

施
策

名

4.
 車

両
の

安
全

性
の

確
保

(4
)　

自
動

車
の

検
査

及
び

点
検

整
備

の
充

実

ウ
　

自
動

車
点

検
整

備
の

充
実

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・自
動

車
特

定
整

備
事

業
の

適
正

化
及

び
生

産
性

向
上

・自
動

車
の

新
技

術
へ

の
対

応
等

整
備

技
術

の
向

上
・ペ

ー
パ

ー
車

検
等

の
不

正
事

案
に

対
す

る
対

処
の

強
化

担
当

府
省

庁
高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

単
位

H
2
3

H
2
4

H
2
5

25
1

252253



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

（オ
）　

ペ
ー

パ
ー

車
検

等
の

不
正

事
案

に
対

す
る

対
処

の
強

化
ペ

ー
パ

ー
車

検
等

の
不

正
を

行
っ

て
い

る
疑

い
の

あ
る

指
定

自
動

車
整

備
事

業
者

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、
地

方
運

輸
局

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
「不

正
車

検
通

報
窓

口
」を

設
置

し
、

こ
れ

ら
の

情
報

収
集

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

警
察

と
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

悪
質

な
ペ

ー
パ

ー
車

検
に

対
し

、
早

期
に

行
政

処
分

を
行

う
体

制
を

整
え

る
こ

と
で

ペ
ー

パ
ー

車
検

に
係

る
処

分
係

数
が

増
加

し
て

お
り

、
一

定
の

成
果

が
出

て
い

る
。

国
土

交
通

省

（イ
）
　

不
正

改
造

車
の

排
除

全
国

に
お

い
て

、
１

年
を

通
し

て
街

頭
検

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
特

に
毎

年
６

月
は

「不
正

改
造

車
を

排
除

す
る

運
動

」の
強

化
月

間
と

し
て

設
定

し
、

街
頭

検
査

の
集

中
実

施
、

不
正

改
造

車
の

排
除

の
た

め
の

啓
発

、
「不

正
改

造
車

・黒
煙

１
１

０
番

」の
設

置
な

ど
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

、
不

正
改

造
車

に
対

す
る

整
備

命
令

の
発

令
件

数
も

減
少

し
て

お
り

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

。
国

土
交

通
省

（ウ
）　

自
動

車
分

解
整

備
事

業
の

適
正

化
及

び
近

代
化

不
正

改
造

等
の

違
反

行
為

を
実

施
し

て
い

る
自

動
車

分
解

整
備

事
業

者
に

対
す

る
情

報
を

得
た

場
合

、
当

該
事

業
者

に
対

し
、

立
入

検
査

を
実

施
し

、
行

政
処

分
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

、
そ

の
件

数
が

減
少

し
て

お
り

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

。
国

土
交

通
省

（エ
）
　

自
動

車
の

新
技

術
へ

の
対

応
等

整
備

技
術

の
向

上
毎

年
度

、
研

修
の

教
材

の
見

直
し

を
実

施
し

、
常

に
最

新
の

整
備

技
術

に
対

応
し

た
教

材
を

使
用

し
て

い
る

と
こ

ろ
、

整
備

主
任

者
等

の
新

型
車

両
の

整
備

技
術

を
含

め
た

自
動

車
の

構
造

・機
能

に
関

す
る

技
能

及
び

関
係

法
令

、
主

要
通

達
等

に
関

す
る

知
識

が
向

上
し

て
い

る
と

見
込

ま
れ

る
。

国
土

交
通

省

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

（ア
）
　

自
動

車
点

検
整

備
の

推
進

全
国

に
お

い
て

、
１

年
を

通
し

て
街

頭
検

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
全

国
統

一
強

化
月

間
（
９

月
）に

加
え

て
地

域
独

自
強

化
月

間
（１

ヶ
月

）を
設

定
し

「自
動

車
点

検
整

推
進

運
動

」を
実

施
す

る
こ

と
で

、
点

検
整

備
の

必
要

性
や

重
要

性
を

啓
発

し
て

い
る

と
こ

ろ
、

整
備

命
令

の
発

令
件

数
も

減
少

し
て

お
り

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

。
国

土
交

通
省

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

国
土

交
通

省

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」の
差

「
％

pt
」に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2
→

R
5」

は
令

和
2
年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5年
（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

3
11

9
35

0.
0%

9.
5%

年
7

13
10

8
11

2

4

年
警

察
庁

国
土

交
通

省

原
付

以
上

運
転

者
（
第

１
当

事
者

）
の

法
令

違
反

（整
備

不
良

車
両

運
転

）に
よ

る
交

通
事

故
重

傷
者

数
（フ

ロ
ー

）

人
11

11
9

11

2
0

2
5

15
0.

0%
40

.0
%

2
2

1
1

2
1

警
察

庁

2
2

45
24

43
42

52
11

6.
7%

64
66

55
64

59
57

2
-6

0.
0%

-5
0.

0%
国

土
交

通
省

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

原
付

以
上

運
転

者
（
第

１
当

事
者

）
の

法
令

違
反

（整
備

不
良

車
両

運
転

）に
よ

る
交

通
事

故
件

数
（
フ

ロ
ー

）

件
85

89

6
9

6
5

4
4

8.
7%

年
警

察
庁

国
土

交
通

省

原
付

以
上

運
転

者
（
第

１
当

事
者

）
の

法
令

違
反

（整
備

不
良

車
両

運
転

）に
よ

る
交

通
事

故
死

者
数

（フ
ロ

ー
）

人
3

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

ペ
ー

パ
ー

車
検

に
係

る
処

分
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

6
3

5
1

3
2

-
-

-
-

-
-

-
-

国
土

交
通

省
6,

62
8

9,
49

5
10

,3
48

54
.0

%
-3

2.
7%

17
,2

87
18

,8
14

19
,2

89
16

,4
67

16
,1

41
6,

71
9

件
2
5,

59
0

22
,5

13
19

,4
04

20
,6

72

-
-

-
-

（オ
）　

ペ
ー

パ
ー

車
検

等
の

不
正

事
案

に
対

す
る

対
処

の
強

化

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
百

万
円

-
-

－
－

－
－

-
-

－
－

－
－

－
－

-
多

岐
に

渡
る

た
め

把
握

出
来

ず
国

土
交

通
省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
定

自
動

車
整

備
事

業
者

へ
の

監
査

件
数

（フ
ロ

ー
）

11
5,

29
6

2.
4%

-6
.3

%
国

土
交

通
省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

整
備

主
任

者
等

の
ス

キ
ル

（フ
ロ

ー
）

－
－

1
1
8
,9

6
5

1
2
1
,9

1
4

1
1
9
,4

2
9

1
1
2
,5

6
8

1
0
9
,5

8
8

1
0
6
,6

4
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
,9

18
2,

17
0

2,
15

8

-

毎
年

度
、

教
材

の
見

直
し

を
実

施
。

新
型

車
両

の
整

備
技

術
の

向
上

が
見

込
ま

れ
る

。

国
土

交
通

省

2,
22

8
2,

23
2

2,
16

6
-6

.8
%

-0
.6

%
2,

11
5

2,
11

8
2,

21
0

2,
21

8
2,

20
1

2,
14

1

新
技

術
研

修
へ

の
参

加
者

数
（フ

ロ
ー

）
人

1
0
7
,3

7
7

1
2
1
,1

7
0

1
1
8
,1

7
1

1
1
7
,3

0
6

1
1
7
,4

6
5

1
1
7
,2

9
3

2,
32

5
整

備
主

任
者

等
を

対
象

と
し

た
新

技
術

研
修

の
実

施
回

数
（フ

ロ
ー

）
回

（エ
）
　

自
動

車
の

新
技

術
へ

の
対

応
等

整
備

技
術

の
向

上

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
百

万
円

-
-

-
-

-
-

-
-

-
多

岐
に

渡
る

た
め

把
握

出
来

ず
国

土
交

通
省

-
-

-
-

-
-

国
土

交
通

省

(4
)

ウ

25
2

253254



年
度

年
度

年
度

年
度

年

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

　
自

動
車

メ
ー

カ
ー

等
か

ら
事

故
火

災
情

報
等

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

自
動

車
不

具
合

情
報

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
ユ

ー
ザ

ー
か

ら
の

不
具

合
情

報
の

収
集

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
自

動
車

メ
ー

カ
ー

等
へ

の
監

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
安

全
・環

境
性

に
疑

義
の

あ
る

自
動

車
に

つ
い

て
技

術
的

検
証

を
実

施
し

た
。

更
に

、
リ

コ
ー

ル
届

出
、

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

収
集

し
た

不
具

合
情

報
、

メ
ー

カ
ー

か
ら

報
告

を
受

け
た

事
故

火
災

情
報

や
リ

コ
ー

ル
届

出
内

容
の

分
析

結
果

、
ユ

ー
ザ

ー
不

具
合

情
報

の
統

計
分

析
結

果
等

に
つ

い
て

公
表

し
た

。
　

長
期

的
に

見
れ

ば
、

国
土

交
通

省
に

寄
せ

ら
れ

た
自

動
車

の
不

具
合

情
報

の
件

数
、

リ
コ

ー
ル

届
出

件
数

・対
象

台
数

と
も

に
堅

調
に

推
移

し
て

お
り

、
市

場
で

発
生

し
た

自
動

車
の

不
具

合
等

を
も

と
に

必
要

な
改

善
措

置
を

行
う

こ
と

で
自

動
車

の
設

計
・製

造
に

起
因

し
た

事
故

等
を

未
然

に
防

ぐ
と

い
う

リ
コ

ー
ル

制
度

が
適

切
に

運
用

・
機

能
し

て
い

る
こ

と
が

伺
え

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

最
終

的
な

ア
ウ

ト
カ

ム
で

あ
る

不
具

合
の

原
因

が
設

計
又

は
製

作
の

過
程

に
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
自

動
車

の
事

故
･火

災
件

数
が

、
年

に
よ

っ
て

増
減

は
あ

る
も

の
の

、
大

規
模

な
増

加
と

い
っ

た
社

会
的

混
乱

は
発

生
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
（
国

土
交

通
省

）

国
土

交
通

省

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

国
土

交
通

省

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「H
3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

36
43

21
28

-2
2.

2%
-3

2.
8%

52
70

52
48

55
46

22
.6

%
-3

2.
9%

国
土

交
通

省

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

不
具

合
の

原
因

が
設

計
又

は
製

作
の

過
程

に
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
自

動
車

の
事

故
･火

災
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

44
37

48

8,
21

7
10

,5
34

6,
61

0
4,

25
7

4,
64

9
8,

10
4

5,
61

3
7,

97
9

9,
55

8
18

,9
91

15
,8

46
7,

70
0

-9
.1

%
-8

.8
%

36
8

36
4

37
7

40
8

41
5

38
4

36
9

38
3

34
9

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

自
動

車
の

リ
コ

ー
ル

届
出

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

26
3

30
8

30
3

35
5

6,
54

6
6,

29
1

5,
97

3
5,

43
6

5,
37

2
-1

4.
6%

5,
69

7
5,

71
5

5,
90

1
6,

35
7

6,
59

9
6,

78
1

国
土

交
通

省

自
動

車
の

リ
コ

ー
ル

対
象

台
数

（
フ

ロ
ー

）
千

台
2
,5

94

95
-1

9.
5%

-1
2.

5%
予

算
の

内
数

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

国
土

交
通

省
に

寄
せ

ら
れ

た
自

動
車

の
不

具
合

情
報

の
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

5
,6

10
5,

76
5

1
1
3

11
5

11
8

11
8

11
5

97
15

5
10

5
10

4
96

99
1
0
9

-1
4.

5%

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
業

務
取

扱
費

（
検

査
経

費
／

型
式

指
定

業
務

経
費

）
百

万
円

4
(5

)

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
R

2
R

3
R

4
R

5
R

2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

施
策

名

4
. 
車

両
の

安
全

性
の

確
保

(5
)　

リ
コ

ー
ル

制
度

の
充

実
・強

化

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
自

動
車

リ
コ

ー
ル

の
迅

速
か

つ
確

実
な

実
施

の
た

め
自

動
車

技
術

総
合

機
構

に
お

け
る

現
車

確
認

等
に

よ
る

技
術

的
検

証
の

実
施

・
自

動
車

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

の
不

具
合

情
報

の
収

集
の

推
進

・
自

動
車

ユ
ー

ザ
ー

に
対

す
る

リ
コ

ー
ル

関
連

情
報

等
の

提
供

の
充

実
　

等

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度
単

位
H

2
3

H
2
4

H
2
5

備
　

考
担

当
府

省
庁

2
5
3

254255



年
度

年
度

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

63
7

-

15
2

4
7
都

道
府

県

17
,5

99

21
,4

67

88
8,

50
0

42
8,

56
5

31
2,

25
0

実
績

デ
ー

タ

R
5

○

百
万

円
24

6
29

2

デ
ー

タ
な

し
警

察
庁

-
-

-
-

-
-

-
-

-
－

－
-

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム
運

転
者

の
意

識
の

変
化

（ス
ト

ッ
ク

）
-

-

69
4

64
0

77
4

73
2

警
察

庁

飲
酒

運
転

者
の

周
辺

者
に

対
す

る
取

締
件

数
（要

求
・
依

頼
同

乗
罪

）
（フ

ロ
ー

）
件

8
4
2

80
0

75
5

72
2

69
6

45
40

55
43

34
-2

3.
6%

64
0

-8
.1

%
-1

2.
9%

警
察

庁
69

3
63

9

警
察

庁

飲
酒

運
転

者
の

周
辺

者
に

対
す

る
取

締
件

数
（酒

類
提

供
罪

）
（フ

ロ
ー

）
件

7
0

47
48

43
48

51
32

81
75

61
-1

1.
1%

-1
5.

8%
98

10
4

96
10

3
92

74

-1
5.

0%

飲
酒

運
転

者
の

周
辺

者
に

対
す

る
取

締
件

数
（車

両
等

提
供

罪
）（

フ
ロ

ー
）

件
1
8
0

14
3

10
8

1
,3

3
0
,0

8
9

1
,3

2
7
,4

6
1

1
,2

9
3
,6

7
3

1
,3

2
8
,1

5
4

72 42

警
察

庁

一
時

不
停

止
の

取
締

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
1
,1

2
8
,9

3
7

1
,2

0
7
,3

7
4

1
,2

1
4
,7

3
8

1
,2

3
1
,1

9
0

1
,3

4
1
,5

4
6

18
1,

29
0

22
9,

39
5

29
0,

53
2

32
5,

79
6

33
6,

50
4

7.
5%

1
,4

6
6
,1

3
1

-2
1.

1%
2.

2%
警

察
庁

1
,6

0
4
,9

7
2

1
,5

8
8
,6

2
8

1
,2

6
7
,0

9
4

警
察

庁

横
断

歩
行

者
等

妨
害

等
違

反
の

取
締

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
6
5
,9

67
76

,2
18

79
,0

25
94

,4
33

99
,7

63
11

1,
14

2
14

5,
29

2

63
5,

48
5

58
2,

48
1

52
1,

82
9

-3
2.

6%
-2

1.
8%

71
2,

33
3

75
2,

39
4

74
1,

04
8

72
5,

03
0

68
1,

64
5

64
1,

86
5

39
.0

%

-1
8.

0%
警

察
庁

最
高

速
度

違
反

の
取

締
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

2
,2

9
0
,3

5
2

2
,2

2
1
,1

2
0

2
,0

5
2
,7

1
9

1
,8

3
5
,9

3
0

1
,7

4
5
,2

5
9

26
,6

02
25

,4
34

22
,4

58
19

,8
01

19
,8

20
-4

.4
%

93
2,

26
0

-2
3.

6%
-1

8.
4%

警
察

庁
1
,0

6
4
,8

1
8

1
,6

1
1
,2

3
8

1
,4

7
8
,2

8
1

2.
2%

11
.1

%
H

28
年

度
か

ら
運

用
開

始
警

察
庁

無
免

許
運

転
の

取
締

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
3
1
,6

03
28

,5
69

25
,7

46

5県
13

都
県

26
都

道
県

3
8
都

道
府

県
4
6
都

道
府

県
4
6
都

道
府

県

警
察

庁
19

,2
25

18
,8

44
16

,7
61

-8
.5

%
-7

.1
%

23
,8

03
19

,4
13

交
通

取
締

用
資

機
材

整
備

費
警

察
庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

新
た

な
速

度
違

反
自

動
取

締
装

置
の

配
備

都
道

府
県

（ス
ト

ッ
ク

）
-

-
-

-
-

16
6

25
2

12
4

17
8

-3
9.

7%
-1

8.
1%

23
6

18
9

19
1

12
5

15
0

13
6

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算

18
,6

07

件
69

1,
72

8
72

5,
76

1
72

1,
89

8

1
,2

3
7
,7

3
0

1
,1

3
7
,2

5
5

1
,1

6
2
,4

2
0

R
2

R
3

R
4

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

4
7
都

道
府

県

5
(1

)
ア

(ア
)

○
○

H
2
9

子 供

歩 行 者

飲
酒

運
転

の
取

締
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

3
5
,6

72
32

,1
40

28
,8

69
27

,1
22

26
,6

64
26

,4
23

27
,1

95

22
,7

14
21

,3
17

20
,6

20

信
号

無
視

の
取

締
件

数
（フ

ロ
ー

）

施
策

名

5.
 道

路
交

通
秩

序
の

維
持

(1
)　

交
通

の
指

導
取

締
り

の
強

化
等

ア
　

一
般

道
路

に
お

け
る

効
果

的
な

交
通

指
導

取
締

り
の

強
化

等

(ア
)　

交
通

事
故

抑
止

に
資

す
る

指
導

取
締

り
の

推
進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

・事
故

多
発

路
線

等
に

お
け

る
街

頭
指

導
活

動
・交

通
事

故
に

直
結

す
る

悪
質

性
や

危
険

性
の

高
い

違
反

の
取

締
り

　
等

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

2
5
4

255256



年 年 年

54
,3

23 80
5

8,
13

8
10

,6
52

10
,3

38
10

,2
37

96
2

86
6

85
4

80
4

1
,4

71
1,

40
7

54
,3

39

警
察

庁

1,
31

2
1,

27
7

1,
21

7
1,

17
0

1,
10

6

-1
2.

6%

-7
.0

%

-2
0.

1%

注
：「

R
2
→

R
5
」は

令
和

2
年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5
年

（度
）
の

増
減

割
合

、
「
H

3
0
～

R
2→

R
3
～

R
5
」は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

10
,4

23
9,

77
6

9,
35

4
8,

11
3

7,
96

7
7,

70
9

○

警
察

庁

原
付

以
上

運
転

者
（第

１
当

事
者

）
に

よ
る

子
供

（第
２

当
事

者
）、

高
齢

者
（第

２
当

事
者

）
、

障
害

者
（第

２
当

事
者

）の
交

通
事

故
重

傷
者

数
（フ

ロ
ー

）

人
1
1
,0

67
11

,0
57

11
,0

02
0.

3%

-1
6.

1%
1,

36
6

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

可
搬

式
速

度
違

反
自

動
取

締
装

置
を

活
用

し
、

通
学

路
、

生
活

道
路

等
に

お
け

る
交

通
事

情
に

即
し

た
取

締
り

を
実

施
し

た
。

（警
察

庁
）

き
め

細
か

な
対

策
○

各
都

道
府

県
の

交
通

事
故

分
析

に
基

づ
き

、
交

通
事

故
に

直
結

す
る

悪
質

性
・危

険
性

・迷
惑

性
の

高
い

違
反

に
つ

い
て

取
締

り
を

実
施

し
た

。
（警

察
庁

）

・交
通

事
故

実
態

の
分

析
結

果
等

を
踏

ま
え

、
事

故
多

発
路

線
等

に
お

け
る

街
頭

指
導

活
動

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

交
通

事
故

に
直

結
す

る
悪

質
性

、
危

険
性

の
高

い
違

反
、

国
民

か
ら

取
締

り
要

望
を

多
い

迷
惑

性
の

高
い

違
反

に
重

点
を

置
い

た
指

導
取

締
り

を
推

進
し

、
令

和
３

年
か

ら
令

和
５

年
ま

で
の

３
年

間
で

、
無

免
許

運
転

5万
3
,2

04
件

件
、

飲
酒

運
転

6
万

1,
0
88

件
、

最
高

速
度

違
反

28
8万

5,
57

8件
等

の
取

締
り

を
実

施
し

た
。

今
後

も
引

き
続

き
適

切
な

取
締

り
を

推
進

し
て

い
く
。

警
察

庁

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

警
察

庁
91

,4
04

86
,7

60
82

,6
70

76
,9

09
69

,3
95

55
,9

21
52

,8
39

-2
.9

%

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム

原
付

以
上

運
転

者
（第

１
当

事
者

）
と

子
供

（第
２

当
事

者
）
、

高
齢

者
（第

２
当

事
者

）、
障

害
者

（
第

２
当

事
者

）の
交

通
事

故
件

数
（
フ

ロ
ー

）

件
10

8,
09

2
10

4,
05

9
10

2,
06

3
95

,4
16

原
付

以
上

運
転

者
（第

１
当

事
者

）
に

よ
る

子
供

（第
２

当
事

者
）、

高
齢

者
（第

２
当

事
者

）
、

障
害

者
（第

２
当

事
者

）の
交

通
事

故
死

者
数

（
フ

ロ
ー

）

人

5
(1

)
ア

(ア
)

○
○

2
5
5

256257



年
度

年
度

年
度

年 年 年 年 年
度

年 年
度

年

実
績

デ
ー

タ

R
5 37

－ 4,
73

6 16 84

1

24

11
4

9
5

22
2

10
6

74

7
56

12
0

49
24

22

国
土

交
通

省
69

0
72

9

3
0

91
8

使
用

者
等

の
義

務
違

反
検

挙
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

1
3
3

92
28

1,
45

4
1,

61
9

1,
19

6
1,

04
6

警
察

庁
27

21
14

-7
4.

1%
-4

2.
5%

11
2

48

-6
6.

7%

16
11

8.
2%

41
.0

%

警
察

庁

過
労

運
転

防
止

違
反

処
分

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
1
,3

78
1,

26
8

1,
34

7
1,

86
0

1,
79

3

7
5

0
4

0
-

73
1

33
.0

%
-1

8.
9%

警
察

庁
11

15

6

過
積

載
防

止
違

反
処

分
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

1
3
4

98
99

28
68

15
13

国
土

交
通

省
31

5.
6%

-2
3.

1%
38

36
41

81
51

59

1
0

0.
0%

-7
7.

8%
3

2
1

3
4

自
動

車
の

使
用

者
等

に
対

す
る

取
締

件
数

（
過

積
載

の
下

命
・容

認
）

（フ
ロ

ー
）

件
1
3
0

43
24

98
10

2
1

警
察

庁

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

指
示

処
分

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
5
3
1

30
8

25
4

13
5

15
21

47
25

22
-6

6.
0%

67
97

-4
8.

5%
-6

0.
1%

警
察

庁
20

3
23

5

警
察

庁

84
21

28
.8

%
-8

.6
%

7,
14

8
7,

01
6

6,
03

6
6,

31
9

5,
00

3
5,

14
9

-2
4.

1%

-
-

予
算

な
し

警
察

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

貨
物

自
動

車
運

送
事

業
者

に
対

す
る

監
査

件
数

（フ
ロ

ー
）

回
7
,0

35
7,

10
7

7,
50

7

－
－

－
－

－
－

国
土

交
通

省

貨
物

自
動

車
運

送
事

業
法

違
反

検
挙

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

2
6

24
31

14
17

27
3

18
5

16
3

R
2

国
土

交
通

省

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
－

－
－

－
－

－

41
39

39
38

-5
.1

%
-5

.0
%

32
37

38
38

R
3

R
4

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

3,
67

7
4,

02
8

3,
87

0

40
40

5
(1

)
ア

(イ
)

H
2
9

子 供

歩 行 者

イ
ン

プ
ッ

ト

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

車
運

送
事

業
監

査
関

係
予

算
百

万
円

32
29

使
用

制
限

処
分

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
2

0

28
3

自
動

車
の

使
用

者
等

に
対

す
る

取
締

件
数

（
過

労
運

転
の

下
命

・
容

認
）
（フ

ロ
ー

）
件

施
策

名

5.
 道

路
交

通
秩

序
の

維
持

(1
)　

交
通

の
指

導
取

締
り

の
強

化
等

ア
　

一
般

道
路

に
お

け
る

効
果

的
な

交
通

指
導

取
締

り
の

強
化

等

(イ
)　

背
後

責
任

の
追

及

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

2
5
6

257258



年 年 年
12

7

0
4

33
.3

%
-3

3.
3%

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・事
業

活
動

に
関

し
て

な
さ

れ
た

過
積

載
、

過
労

運
転

等
の

違
反

に
つ

い
て

は
、

自
動

車
の

使
用

者
等

に
対

す
る

責
任

追
及

を
徹

底
し

、
令

和
３

年
か

ら
令

和
５

年
ま

で
の

３
年

間
で

、
過

積
載

の
下

命
・容

認
事

件
55

件
、

過
労

運
転

の
下

命
・容

認
事

件
４

件
の

取
締

り
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

自
動

車
の

使
用

制
限

命
令

を
行

っ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

適
切

に
使

用
者

責
任

の
追

及
を

実
施

し
て

い
く
。

警
察

庁

・自
動

車
運

送
事

業
者

に
お

け
る

関
係

法
令

の
遵

守
及

び
適

切
な

運
行

管
理

等
の

徹
底

を
図

る
た

め
、

悪
質

違
反

を
犯

し
た

事
業

者
や

重
大

事
故

を
引

き
起

こ
し

た
事

業
者

等
に

対
す

る
監

査
の

徹
底

及
び

法
令

違
反

が
疑

わ
れ

る
事

業
者

に
対

す
る

重
点

的
か

つ
優

先
的

な
監

査
を

実
施

し
て

い
る

。
国

土
交

通
省

・健
康

起
因

事
故

に
対

す
る

抑
止

力
を

強
化

す
る

た
め

、
過

労
運

転
防

止
関

連
違

反
に

係
る

行
政

処
分

の
処

分
量

定
の

引
き

上
げ

を
行

っ
た

（令
和

3年
7月

）。
国

土
交

通
省

・引
き

続
き

、
厳

格
な

監
査

等
に

よ
り

更
な

る
法

令
違

反
の

根
絶

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

国
土

交
通

省

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5年
（度

）
の

増
減

割
合

、
「H

3
0
～

R
2→

R
3
～

R
5
」は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

8
11

0.
0%

6.
9%

警
察

庁
6

5
6

8
9

12

事
業

用
自

動
車

（第
１

当
事

者
）の

法
令

違
反

（過
積

載
・過

労
運

転
）

に
よ

る
交

通
事

故
重

傷
者

数
（フ

ロ
ー

）

人
1
0

22
7

警
察

庁
5

7
3

3
6

3
4

警
察

庁
31

31
25

26
21

38
56

2次
ア

ウ
ト

カ
ム

事
業

用
自

動
車

（第
１

当
事

者
）の

法
令

違
反

（過
積

載
・過

労
運

転
）

に
よ

る
交

通
事

故
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

2
3

27
18

19
22

26

事
業

用
自

動
車

（第
１

当
事

者
）の

法
令

違
反

（過
積

載
・過

労
運

転
）

に
よ

る
交

通
事

故
死

者
数

（
フ

ロ
ー

）

人
7

12
3

1

11
5.

4%
40

.2
%

5
(1

)
ア

(イ
)

2
5
7

258259



年
度

年 年 年 年 年

R
2

R
3

R
4

H
2
3

H
2
4

警
察

庁

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

警
察

庁

自
転

車
（
第

１
当

事
者

）の
法

令
違

反
（
無

灯
火

、
信

号
無

視
、

一
時

不
停

止
等

、
歩

行
者

妨
害

等
）
に

よ
る

交
通

事
故

死
者

数
（
フ

ロ
ー

）

4,
34

1
4,

19
7

4,
05

9
3,

31
5

3,
49

4
3,

37
6

45
37

-1
9.

0%
-1

1.
5%

72

実
績

デ
ー

タ

R
5

－

1
,3

3
2
,0

5
2

4
4
,2

0
7

3,
68

1 34 60
0

57
5

56
3

H
2
9

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・自
転

車
利

用
者

に
よ

る
交

通
違

反
が

行
わ

れ
た

場
合

に
お

い
て

、
警

告
に

従
わ

ず
に

違
反

行
為

を
継

続
し

た
と

き
や

、
違

反
行

為
に

よ
り

通
行

車
両

や
歩

行
者

に
具

体
的

危
険

を
生

じ
さ

せ
た

と
き

は
、

交
通

切
符

等
を

活
用

し
た

取
締

り
を

推
進

し
、

令
和

３
年

か
ら

令
和

５
年

ま
で

の
３

年
間

で
、

3
96

万
3,

32
0
件

指
導

警
告

し
た

ほ
か

9
万

6
6
2検

挙
し

た
。

今
後

も
引

き
続

き
、

悪
質

・危
険

な
行

為
に

対
す

る
適

切
な

指
導

取
締

り
を

推
進

し
て

い
く
。

警
察

庁

警
察

庁

警
察

庁

自
転

車
利

用
者

に
対

す
る

指
導

警
告

及
び

検
挙

件
数

（検
挙

件
数

）
（
フ

ロ
ー

）
件

3,
95

6
5,

32
1

7,
19

3

1
,5

7
9
,5

4
1

1
,5

5
0
,7

2
4

1
,6

0
6
,0

2
9

1
,3

5
5
,5

3
5

1
,4

3
7
,7

4
8

1
,3

1
2
,4

3
8

警
察

庁
2
5
,4

6
7

2
1
,9

0
6

2
4
,5

4
9

73
.6

%
37

.6
%

1
,3

1
8
,8

3
0

-7
.4

%
-9

.9
%

4,
65

6

警
察

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
転

車
利

用
者

に
対

す
る

指
導

警
告

及
び

検
挙

件
数

（指
導

警
告

件
数

）
（フ

ロ
ー

）
件

2
,1

9
6
,6

1
2

2
,4

8
5
,4

9
7

2
,4

1
0
,8

0
8

1
,7

2
8
,0

6
0

1
,8

5
0
,8

2
8

－
－

－
－

-
-

－
－

－
－

－
－

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算

5
(1

)
ア

(ウ
)

◯

予
算

な
し

6.
0%

-6
.5

%
74

5
78

1
71

5
64

7
64

1
69

9
人

44
45

42

子 供

歩 行 者

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム

自
転

車
（
第

１
当

事
者

）の
法

令
違

反
（
無

灯
火

、
信

号
無

視
、

一
時

不
停

止
等

、
歩

行
者

妨
害

等
）
に

よ
る

交
通

事
故

件
数

（
フ

ロ
ー

）

件
6,

70
2

6,
38

8
5,

82
0

5,
17

4

8,
07

0

百
万

円
－

－

90
5

89
5

人
70

81
79

61

11
.0

%
-8

.8
%

自
転

車
（
第

１
当

事
者

）の
法

令
違

反
（
無

灯
火

、
信

号
無

視
、

一
時

不
停

止
等

、
歩

行
者

妨
害

等
）
に

よ
る

交
通

事
故

重
傷

者
数

（フ
ロ

ー
）

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

1
7
,5

6
8

2
2
,8

5
9

59
4

56
6

4,
19

6

1
2
,0

1
8

1
3
,8

2
0

1
4
,1

0
5 54

56

施
策

名

5.
 道

路
交

通
秩

序
の

維
持

(1
)　

交
通

の
指

導
取

締
り

の
強

化
等

ア
　

一
般

道
路

に
お

け
る

効
果

的
な

交
通

指
導

取
締

り
の

強
化

等

(ウ
)　

自
転

車
利

用
者

に
対

す
る

指
導

取
締

り
の

推
進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

・自
転

車
利

用
者

に
対

す
る

無
灯

火
、

二
人

乗
り

、
信

号
無

視
、

一
時

不
停

止
等

に
対

す
る

積
極

的
な

指
導

警
告

　
等

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

2
5
8

259260



年
度

年 年
度

年
度

年
度

年 年
度

年 年 年 年

実
績

デ
ー

タ

R
5

－

78
3

－

4

73 47
警

察
庁

46
47

47
47

47
47

47
47

0.
0%

0.
0%

Ｈ
2
4
修

正
（
9

次
評

価
の

と
お

り
）

都
道

府
県

警
察

に
お

い
て

も
実

施
し

て
い

る
が

統
計

は
な

い

警
察

庁

ウ
　

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

科
学

的
捜

査
の

推
進

68
3

69
6

2.
3%

-8
.2

%
警

察
庁

73
8

77
8

87
0

88
2

H
2
7

R
4

44
47

40
40

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）
の

増
減

割
合

、
「H

30
～

R
2→

R
3～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

70
6

75
4

ひ
き

逃
げ

事
故

に
よ

る
重

傷
者

数
（
フ

ロ
ー

）
人

89
1

84
9

79
6

79
2

数
値

で
比

較
す

る
こ

と
は

困
難

警
察

庁
15

1
14

4
11

4
12

9
12

9
94

84

64
.4

%
1次

ア
ウ

ト
カ

ム

77
1

5.
2%

-7
.0

%

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム

9,
23

1
8,

66
6

8,
44

9

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
映

像
情

報
の

提
供

に
係

る
関

係
団

体
と

の
協

定
締

結
状

況
（
ス

ト
ッ

ク
）

件
-

-
-

-

ひ
き

逃
げ

事
件

の
検

挙
率

（
フ

ロ
ー

）
72

.1
%

50
.0

%

警
察

庁

ひ
き

逃
げ

事
故

に
よ

る
死

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人

18
4

17
0

15
1

15
1

8,
28

3
8,

35
7

7,
49

1
6,

83
0

6,
92

2
6,

98
0

7,
18

3

91
10

1
-1

0.
6%

-2
1.

6%

ひ
き

逃
げ

事
故

の
発

生
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

11
,2

78
10

,1
98

9,
69

9

警
察

庁
70

.2
%

71
.7

%
69

.3
%

1.
9%

pt
5.

9%
pt

52
.2

%
56

.1
%

56
.8

%
58

.4
%

60
.8

%

警
察

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

交
通

鑑
識

係
設

置
状

況
（ス

ト
ッ

ク
）

都
道

府
県

数
29

31
34

46

警
察

庁
-

-
-

-
調

査
は

H
28

,2
9の

み
－

63
42

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

48

-
12

5
12

9

30
0.

0%
22

.2
%

％
43

.5
%

49
.0

%

3
4

29
.2

%
常

時
録

画
式

交
差

点
カ

メ
ラ

整
備

費
及

び
備

品
費

4
3

5
1

-
-

--
-

-
-

-
予

算
な

し
-

-
-

-
-

-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

警
察

庁
に

お
け

る
研

修
の

実
施

回
数

（フ
ロ

ー
）

回
2

3
3

3
3

3

予
算

な
し

警
察

庁

イ
　

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

捜
査

力
の

強
化

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

-
-

-

73
0

69
7

73
0

7.
3%

10
.0

%
調

査
は

H
2
7

か
ら

開
始

-
63

1
59

5
67

0
61

3
66

6
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

警
察

庁

警
察

庁
－

－
－

－
－

－

ア
　

危
険

運
転

致
死

傷
罪

の
立

件
を

視
野

に
入

れ
た

捜
査

の
徹

底

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

－
－

－
－

件
-

-
-

－
－

-

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

5
(2

)

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-

危
険

運
転

致
死

傷
罪

の
送

致
状

況
（
フ

ロ
ー

）

41
53

60
63

21
.7

%
32

施
策

名

5.
 道

路
交

通
秩

序
の

維
持

(2
)　

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

適
正

か
つ

緻
密

な
捜

査
の

一
層

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
危

険
運

転
致

死
傷

罪
の

立
件

を
視

野
に

入
れ

た
捜

査
の

徹
底

・
交

通
事

故
事

件
等

に
係

る
捜

査
力

の
強

化
・
交

通
事

故
事

件
等

に
係

る
科

学
的

捜
査

の
推

進

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
6

2
5
9

260261



先
端

技
術

の
活

用
推

進

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

ア
　

危
険

運
転

致
死

傷
罪

の
立

件
を

視
野

に
入

れ
た

捜
査

の
徹

底
・
交

通
事

故
事

件
等

の
捜

査
に

お
い

て
は

、
初

動
捜

査
の

段
階

か
ら

危
険

運
転

致
死

傷
罪

の
適

用
も

視
野

に
入

れ
た

捜
査

の
徹

底
を

図
り

、
令

和
３

年
か

ら
令

和
５

年
の

３
年

間
で

、
危

険
運

転
致

死
傷

罪
を

2,
21

0件
送

致
し

た
。

今
後

も
、

適
正

か
つ

緻
密

な
交

通
事

故
事

件
捜

査
の

徹
底

を
図

る
。

警
察

庁

イ
　

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

捜
査

力
の

強
化

・
捜

査
態

勢
の

充
実

及
び

研
修

に
よ

る
捜

査
員

の
捜

査
能

力
の

一
層

の
向

上
に

努
め

た
。

今
後

も
、

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

捜
査

力
を

強
化

す
る

た
め

研
修

等
を

実
施

し
て

い
く
。

警
察

庁

ウ
　

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

科
学

的
捜

査
の

推
進

・
科

学
的

捜
査

を
支

え
る

装
備

資
機

材
等

の
整

備
を

進
め

、
客

観
的

な
証

拠
に

基
づ

い
た

科
学

的
な

交
通

事
故

事
件

等
の

捜
査

を
推

進
し

た
。

今
後

も
、

交
通

事
故

事
件

等
に

係
る

科
学

的
捜

査
を

推
進

し
て

い
く
。

警
察

庁

2
6
0

261262



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年 年 年 数
値

で
比

較
す

る
こ

と

は
困

難

28
,6

24

6,
33

1

13
7

5,
85

0

－ － － － － －

－
－

－
－

－
－

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

群
衆

の
い

集
場

所
と

し
て

利
用

さ
れ

や
す

い
管

理
者

へ
の

協
力

回
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

回
-

-

－
－

－
－

ア
　

暴
走

族
追

放
気

運
の

高
揚

及
び

家
庭

、
学

校
等

に
お

け
る

青
少

年
の

指
導

の
充

実

百
万

円

-3
.4

%
警

察
庁

6,
28

6
6,

07
3

5,
71

4
5,

83
8

5,
77

0
2.

4%

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

45
2

39
2

32
7

警
察

庁
6,

63
9

7,
91

5

警
察

庁

暴
走

族
構

成
員

数
（ス

ト
ッ

ク
）

人
8,

5
09

7,
29

7
6,

93
3

6,
83

0
6,

77
1

6,
59

5
6,

22
0

13
1

12
4

12
1

4.
6%

-1
0.

5%
29

8
22

7
14

6
15

0

警
察

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
10

 番
通

報
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

43
,2

15
40

,5
77

36
,3

60
39

,4
15

36
,2

76
36

,1
16

－
－

－
－

－
予

算
な

し
－

－
－

－
－

－

警
察

庁

－
－

-
-

-
-

11
,6

43
9,

55
6

8,
90

9
7,

29
9

-
-

28
,8

53
26

,4
06

24
,7

77

5,
97

0
6,

21
4

-2
0.

0%
-1

5.
3%

17
,7

14
11

,8
62

31
,2

60
28

,0
05

27
,2

74

予
算

な
し

警
察

庁

－
－

－
－

平
成

2
8
年

以
降

は
集

計
な

し

-0
.8

%
-5

.1
%

－

管
理

改
善

は
度

重
な

る
協

力
依

頼
に

よ
る

た
め

、
回

数
集

計
は

困
難

警
察

庁

ウ
　

暴
走

族
等

に
対

す
る

指
導

取
締

り
の

推
進

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

－
－

－

－
－

－
－

警
察

庁
－

－
－

－

警
察

庁
16

7
－

－
－

－

5
(3

)
〇

H
2
9

24
25

25
25

25
－

20
8

18
3

イ
　

暴
走

行
為

阻
止

の
た

め
の

環
境

整
備

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

警
察

庁
－

－
－

－
－

予
算

な
し

暴
走

族
根

絶
（追

放
）
条

例
等

の
制

定
状

況
（ス

ト
ッ

ク
）

市
町

村
数

15
5

16
4

16
4

16
5

－
－

－ －

－
－

－
－

－
－

－

－
－

－

施
策

名

5.
 道

路
交

通
秩

序
の

維
持

(3
)　

暴
走

族
等

対
策

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
暴

走
族

追
放

気
運

の
高

揚
及

び
家

庭
、

学
校

等
に

お
け

る
青

少
年

の
指

導
の

充
実

・
暴

走
行

為
阻

止
の

た
め

の
環

境
整

備
・
暴

走
族

等
に

対
す

る
指

導
取

締
り

の
推

進
・
暴

走
族

関
係

事
犯

者
の

再
犯

防
止

・
車

両
の

不
正

改
造

の
防

止

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

R
4

－

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

暴
走

族
根

絶
（追

放
）
条

例
等

の
制

定
状

況
（ス

ト
ッ

ク
）

都
道

府
県

数

警
察

庁
の

予
算

H
2
7

R
3

－
－

イ
ン

プ
ッ

ト

R
2

暴
走

族
検

挙
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

27
,5

53
23

,9
91

暴
走

族
グ

ル
ー

プ
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

グ
ル

ー
プ

－

平
成

2
8
年

以
降

は
集

計
な

し

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
8

－

実
績

デ
ー

タ

R
5

警
察

庁
－

－
－

－
－

－
－

－
該

当
デ

ー
タ

な
し

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

暴
走

族
加

入
阻

止
教

室
の

開
催

回
数

（フ
ロ

ー
）

回
－

－
－

－
－

262263



年
度

年
度

年 年 年
度

年
度

年
度

年 年 年
度

年 年 年

－ 2,
81

6

1,
38

7

93 82
1 38

3 6

－

18
,3

94

－ 31
3

－

9
11

-6
6.

7%
-2

9.
7%

警
察

庁
16

11
10

5
14

18

警
察

庁

6
9

27

注
：
「R

2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5
年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

警
察

庁

共
同

危
険

行
為

及
び

暴
走

行
為

に
よ

る
交

通
事

故
死

者
数

（フ
ロ

ー
）

人
8

5
3

13
14

9

26
32

21
31

18
.8

%
21

.6
%

33
39

-8
2.

4%
-3

8.
9%

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム
17

10
9

共
同

危
険

行
為

及
び

暴
走

行
為

に
よ

る
交

通
事

故
重

傷
者

数
（
フ

ロ
ー

）
人

14

9
5

14

94
2

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

道
路

交
通

法
違

反
（整

備
不

良
）
の

取
締

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

5,
9
70

4,
58

3
3,

62
9

32
34

33
16

共
同

危
険

行
為

及
び

暴
走

行
為

に
よ

る
交

通
事

故
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

34
35

警
察

庁

不
正

改
造

車
に

対
す

る
整

備
命

令
（
道

路
運

送
車

両
法

5
4
 条

の
2）

（
フ

ロ
ー

）
件

1,
7
14

1,
42

5
1,

43
5

1,
34

4
1,

23
9

16
0

11
9

10
4

10
7

98
-1

0.
6%

78
6

20
.7

%
-1

1.
4%

国
土

交
通

省
68

0
81

0
1,

27
2

1,
04

7
1,

10
7

警
察

庁

道
路

運
送

車
両

法
違

反
の

取
締

件
数

（フ
ロ

ー
）

件
17

3
16

4
18

0
13

5
17

7
19

0
14

0

2,
14

3
1,

43
6

1,
48

9
-3

5.
3%

-1
2.

4%
2,

17
7

2,
08

4
1,

86
5

1,
83

5
1,

46
1

1,
31

9

-2
2.

2%

-
-

デ
ー

タ
な

し
-

-
-

-
-

-

40
9

-1
6.

8%
-1

3.
5%

多
岐

に
渡

る
た

め
把

握
出

来
ず

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

-
-

-
-

-

-
-

-
-

-
-

警
察

庁

国
土

交
通

省
3,

38
4

3,
32

4
3,

15
5

-

－
－

－

オ
　

車
両

の
不

正
改

造
の

防
止

イ
ン

プ
ッ

ト

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
－

－

-

3,
26

2
4,

10
1

街
頭

検
査

の
実

施
回

数
（フ

ロ
ー

）
件

2,
9
44

2,
64

8
2,

40
1

2,
21

3
2,

04
7

2,
08

8

-
-

-

－

法
務

省
39

6
36

1
-2

3.
5%

予
算

な
し

警
察

庁

国
土

交
通

省
の

予
算

百
万

円
-

-

－
－

－
－

－
－

-2
5.

7%

－
－

－
－

－

-3
.9

%
-4

.0
%

16
,7

61
18

,0
39

18
,4

74
18

,8
07

法
務

省
19

,1
39

18
,8

73
18

,1
98

更
生

保
護

関
係

予
算

の
う

ち
青

少
年

対
策

に
要

す
る

経
費

の
内

数

警
察

庁
－

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
て

継
続

的
な

指
導

を
実

施
し

て
い

る
た

め
集

計
は

困
難

-
-

-
-

-
－

－
－

－
－

-

18
,9

50
19

,2
41

19
,4

10

保
護

観
察

開
始

前
に

暴
走

族
と

関
係

が
あ

り
、

個
別

処
遇

を
行

っ
た

人
数

（フ
ロ

ー
）

人
1,

5
49

1,
33

0
1,

27
1

1,
21

4
1,

06
7

法
務

省
の

予
算

百
万

円
18

,1
06

17
,9

76

84
4

70
2

55
7

47
4

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

エ
　

暴
走

族
関

係
事

犯
者

の
再

犯
防

止

イ
ン

プ
ッ

ト

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
－

－
－

－
予

算
な

し
警

察
庁

5
(3

)
〇

-
-

2,
07

7

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

暴
走

族
関

係
事

犯
者

へ
の

指
導

件
数

（フ
ロ

ー
）

回
-

-

2
6
2

263264



き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

ア
　

暴
走

族
追

放
気

運
の

高
揚

及
び

家
庭

、
学

校
等

に
お

け
る

青
少

年
の

指
導

の
充

実
・
報

道
機

関
に

対
す

る
資

料
提

供
等

に
よ

る
広

報
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

校
等

と
連

携
し

た
「
暴

走
族

加
入

阻
止

教
室

」の
開

催
、

関
係

団
体

や
暴

走
族

相
談

員
等

と
の

連
携

し
た

暴
走

族
の

解
体

、
暴

走
族

へ
の

加
入

阻
止

、
暴

走
族

か
ら

の
離

脱
等

の
支

援
指

導
を

推
進

し
た

。
今

後
も

引
き

続
き

暴
走

族
根

絶
の

た
め

の
各

種
施

策
を

推
進

し
て

い
く
。

イ
　

暴
走

行
為

阻
止

の
た

め
の

環
境

整
備

・
施

設
管

理
者

に
協

力
を

求
め

、
暴

走
族

等
を

い
集

さ
せ

な
い

た
め

の
施

設
の

管
理

改
善

等
の

環
境

づ
く
り

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

に
お

け
る

関
係

機
関

・団
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
暴

走
行

為
等

が
で

き
な

い
道

路
交

通
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

今
後

も
関

係
機

関
・
団

体
等

と
連

携
し

た
環

境
整

備
を

推
進

し
て

い
く
。

ウ
　

暴
走

族
等

に
対

す
る

指
導

取
締

り
の

推
進

・
暴

走
族

等
に

対
し

て
は

、
共

同
危

険
行

為
等

の
禁

止
違

反
を

始
め

と
す

る
各

種
法

令
を

適
用

し
た

取
締

り
を

推
進

し
、

令
和

３
年

か
ら

令
和

５
年

ま
で

の
３

年
間

で
、

暴
走

族
を

１
万

8,
51

5件
検

挙
し

た
ほ

か
、

不
正

改
造

車
両

等
を

押
収

し
、

暴
走

族
等

と
車

両
の

分
離

を
図

る
と

と
も

に
、

不
正

改
造

等
暴

走
行

為
を

助
長

す
る

行
為

に
対

し
て

も
背

後
責

任
の

追
及

を
行

っ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

背
後

責
任

の
追

及
を

含
め

た
暴

走
族

の
取

締
り

を
推

進
し

て
い

く
。

警
察

庁

警
察

庁

警
察

庁

法
務

省

エ
　

暴
走

族
関

係
事

犯
者

の
再

犯
防

止

警
察

庁
・組

織
の

実
態

や
そ

れ
ぞ

れ
の

被
疑

者
の

非
行

の
背

景
と

な
っ

て
い

る
行

状
、

性
格

、
環

境
等

の
諸

事
情

を
明

ら
か

に
し

つ
つ

、
グ

ル
ー

プ
の

解
体

や
暴

走
族

グ
ル

ー
プ

か
ら

の
構

成
員

等
を

離
脱

さ
せ

る
な

ど
再

犯
防

止
に

努
め

た
。

・暴
走

族
関

係
保

護
観

察
対

象
者

の
処

遇
に

当
た

っ
て

は
、

遵
法

精
神

の
か

ん
養

、
家

庭
環

境
の

調
整

、
交

友
関

係
の

改
善

指
導

、
暴

走
族

組
織

か
ら

の
離

脱
指

導
等

、
再

犯
防

止
に

重
点

を
置

い
た

処
遇

を
実

施
し

た
。

同
対

象
者

が
減

少
し

て
い

る
現

状
を

踏
ま

え
、

今
後

も
引

き
続

き
適

切
な

処
遇

の
実

施
に

努
め

る
。

国
土

交
通

省

オ
　

車
両

の
不

正
改

造
の

防
止

警
察

庁

先
端

技
術

の
活

用
推

進

種
　

類
内

容
（
事

例
等

）
該

　
当

・暴
走

行
為

を
助

長
す

る
よ

う
な

車
両

の
不

正
な

改
造

を
防

止
す

る
た

め
、

整
備

不
良

車
両

等
の

取
締

り
を

行
い

、
不

正
改

造
車

両
の

排
除

に
努

め
た

。

・全
国

に
お

い
て

、
１

年
を

通
し

て
街

頭
検

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
特

に
毎

年
６

月
は

「不
正

改
造

車
を

排
除

す
る

運
動

」の
強

化
月

間
と

し
て

設
定

し
、

街
頭

検
査

の
集

中
実

施
、

不
正

改
造

車
の

排
除

の
た

め
の

啓
発

、
「不

正
改

造
車

・黒
煙

１
１

０
番

」の
設

置
な

ど
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

、
不

正
改

造
車

に
対

す
る

整
備

命
令

の
発

令
件

数
も

減
少

し
て

お
り

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

。

2
6
3
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年
度

年
度

年
度

年
度

備
考

記
入

府
省

庁

①
「消

防
庁

の
予

算
」
に

つ
い

て
、

消
防

は
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
（消

防
組

織
法

 第
６

条
）た

め
、

当
庁

と
し

て
の

予
算

は
な

い
。

消
防

庁

地
域

一
体

の
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

昭
和

61
年

に
救

急
業

務
実

施
計

画
※

の
策

定
通

知
を

発
出

し
て

い
る

が
、

そ
の

後
、

消
防

と
医

療
を

取
り

巻
く
環

境
が

大
き

く
変

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

28
年

度
の

救
急

業
務

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

委
員

会
に

お
い

て
、

多
数

傷
病

者
発

生
事

象
へ

の
対

応
計

画
に

つ
い

て
検

討
し

、
報

告
書

の
中

で
救

急
業

務
実

施
計

画
を

更
新

す
る

こ
と

を
促

し
た

。
　

※
集

団
災

害
発

生
時

に
お

け
る

対
応

計
画

し
か

し
、

消
防

事
務

は
市

町
村

が
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
た

め
、

多
数

傷
者

発
生

時
に

お
け

る
救

助
・救

急
体

制
の

充
実

の
た

め
の

消
防

庁
の

予
算

は
な

く
、

「訓
練

の
実

施
回

数
」、

「救
護

の
理

解
度

」、
「救

護
件

数
」に

関
す

る
事

項
も

把
握

で
き

ず
、

今
後

も
把

握
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
上

記
指

標
に

お
け

る
評

価
も

困
難

で
あ

る
。

消
防

庁

き
め

細
か

な
対

策

－
－

－
消

防
庁

注
1：

評
価

指
標

の
単

位
が

「％
」
の

も
の

は
、

「
％

」の
差

「
％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2：

「R
2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5
年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

先
端

技
術

の
活

用
推

進

6

－
1
次

ア
ウ

ト
カ

ム
多

数
負

傷
者

発
生

時
に

備
え

た
救

護
の

理
解

度
の

向
上

（フ
ロ

ー
）

％
－

－
－

－

－
－

(1
)

イ

－
－

－
－

－

百
万

円

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム
多

数
負

傷
発

生
時

に
救

護
を

行
っ

た
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

消
防

庁
－

－
－

－
－

－

－

市
町

村
が

行
い

把
握

困
難

消
防

庁
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

－
－

－
－

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

単
位

H
2
3

H
2
4

H
2
5

R
5

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

H
2
6

H
2
7

R
1

R
2

①
消

防
庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

救
護

訓
練

の
実

施
回

数
（
フ

ロ
ー

）
回

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

イ
ン

プ
ッ

ト
消

防
庁

の
予

算
－

R
3

R
4

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

H
2
8

H
2
9

H
3
0

施
策

名

6
. 
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

(1
)　

救
助

・
救

急
体

制
の

整
備

イ
　

多
数

傷
者

発
生

時
に

お
け

る
救

助
・救

急
体

制
の

充
実

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・連
絡

体
制

の
整

備
、

救
護

訓
練

の
実

施
に

よ
る

救
助

・救
急

体
制

の
充

実
　

等

備
　

考
担

当
府

省
庁

2
6
4
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年
度

年
度

年
度

年 年 年 年 年 年 年 年 年
度

83
9,

27
0

68
,8

86

7,
86

6

12
,4

23

調
査

中

25
.3

%

①
消

防
庁

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

警
察

庁

12
7.

4%
-2

6.
1%

②
消

防
庁

-2
0.

7%
消

防
庁

消
防

庁

-1
7.

2%

実
績

デ
ー

タ

R
5

－

34
3

－

4,
26

0

82
3

57
,7

23 83
9

H
2
6

1,
33

1
1,

27
9

1,
03

0
97

4
78

3

68
,8

26
69

,4
65

66
,1

23

80
8

－

－
－

H
3
0

R
1

施
策

名

6.
 救

助
・
救

急
活

動
の

充
実

(1
)　

救
助

・救
急

体
制

の
整

備

ウ
　

自
動

体
外

式
除

細
動

器
の

使
用

も
含

め
た

心
肺

蘇
生

法
等

の
応

急
手

当
の

普
及

啓
発

活
動

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

（
第

1
1
次

交
通

安
全

基
本

P
7
2
～

7
3
）

・
応

急
手

当
に

つ
い

て
消

防
機

関
等

が
行

う
講

習
会

等
の

普
及

啓
発

活
動

の
推

進
・
教

職
員

対
象

の
心

肺
蘇

生
法

実
習

及
び

各
種

講
習

会
の

開
催

・
中

学
校

、
高

等
学

校
の

保
健

体
育

に
お

い
て

応
急

手
当

に
つ

い
て

指
導

の
充

実
　

等

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
7

R
4

H
2
8

－
－

応
急

手
当

普
及

啓
発

講
習

（
普

通
救

命
講

習
）の

参
加

者
数

（フ
ロ

ー
）

千
人

1,
34

5
1,

41
0

1,
39

2
1,

37
6

1,
35

5

71
,0

67
69

,4
44

69
,7

73
応

急
手

当
普

及
啓

発
講

習
（
普

通
救

命
講

習
）の

実
施

回
数

（フ
ロ

ー
）

回

上
級

救
命

講
習

受
講

者
数

（
フ

ロ
ー

）

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

－
－

－
－

－

H
2
9

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

取
得

時
講

習
に

お
け

る
応

急
救

護
講

習
受

講
者

数
（第

一
種

免
許

）
（フ

ロ
ー

）
人

消
防

庁
の

予
算

28
9

26
6

百
万

円
－

－
－

－

12
,2

71
11

,2
48

10
,5

24
9,

99
4

9,
85

7
9,

23
9

－

文
部

科
学

省
22

5
23

4
24

4
24

4
29

4
40

.6
%

R
2

R
3

-
-

－

-
-

予
算

な
し

文
部

科
学

省
の

予
算

百
万

円
97

37
0

34
4

23
7

27
4

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
－

－
－

「
学

校
安

全
教

室
推

進
事

業
」
「
学

校
安

全
総

合
支

援
事

業
」
予

算
の

内
数

－
－

－
－

－

イ
ン

プ
ッ

ト

-1
9.

5%
-3

3.
8%

警
察

庁

取
得

時
講

習
に

お
け

る
応

急
救

護
講

習
受

講
者

数
（第

二
種

免
許

）
（フ

ロ
ー

）
人

2,
62

4
2,

19
5

1,
90

1
1,

52
0

7,
85

6
7,

01
5

7,
19

3
5,

29
3

4,
42

6
4,

22
1

78
4

73
9

5.
1%

-1
5.

8%
1,

60
4

警
察

庁

-1
1.

9%
②

消
防

庁
25

,7
99

32
,8

30
44

,1
19

12
3.

7%
64

,9
86

62
,0

00

普
通

救
命

講
習

受
講

者
数

（
フ

ロ
ー

）
人

1
,3

4
5
,5

9
1

1
,4

1
0
,9

8
1

1
,3

9
2
,3

2
5

1,
31

5
1,

28
7

1,
24

5
1,

18
4

1
,3

7
6
,1

4
9

1
,2

4
5
,9

7
1

1
,1

8
4
,6

8
9

1
,3

5
5
,7

9
1

1
,3

1
5
,9

4
6

1
,2

8
7
,8

4
8

36
9

42
1

消
防

庁
3
6
9
,7

5
0

4
2
1
,2

4
0

8
0
8
,4

1
9

12
7.

0%
-2

6.
1%

91
,0

14
84

,5
78

人
79

,9
59

84
,8

98
50

,5
47

84
,8

64
84

,3
07

82
,3

85
88

,6
59

39
,7

23
48

,9
12

52
,8

88
73

.4
%

8,
30

5
5.

6%
-1

.5
%

消
防

庁
7,

45
0

7,
64

5

応
急

手
当

普
及

員
講

習
修

了
者

数
（フ

ロ
ー

）
人

11
,4

63
12

,3
46

12
,0

53

9,
60

1
9,

05
5

8,
51

8
8,

20
4

応
急

手
当

指
導

員
講

習
修

了
者

数
（フ

ロ
ー

）
人

10
,2

03
9,

52
7

9,
92

4
8,

86
6

10
,0

76

6,
41

0
8,

69
8

8,
86

4
93

.8
%

-6
.4

%
11

,9
29

11
,9

27
11

,8
19

12
,4

16
13

,0
15

12
,6

08

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

使
用

を
含

む
応

急
手

当
実

習
を

行
っ

て
い

る
学

校
数

（
フ

ロ
ー

）
校

－
－

18
,0

03
－

17
,5

15
－

－
③

文
部

科
学

省
17

,8
95

－
－

14
,8

12
－

-

67
,3

62

2
6
5

266267



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年 年

調
査

中 51

89
7

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

-6
.7

%p
t

③
④

文
部

科
学

省
－

44
.9

%
－

－
51

.6
%

－

都
道

府
県

教
育

委
員

会
に

お
け

る
心

肺
蘇

生
実

技
講

習
会

実
施

回
数

（フ
ロ

ー
）

回
13

26
27

6,
59

7
1,

30
0

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

使
用

を
含

む
応

急
手

当
実

習
を

行
っ

て
い

る
学

校
の

割
合

（
フ

ロ
ー

）
％

－
－

50
.0

%
－

49
.5

%
－

-

文
部

科
学

省

都
道

府
県

教
育

委
員

会
に

お
け

る
心

肺
蘇

生
実

技
講

習
会

の
参

加
者

数
（フ

ロ
ー

）
人

1,
01

5
3,

93
1

1,
88

0
1,

11
6

1,
25

6
1,

90
8

2,
54

5

10
14

22
41

0.
0%

26
.1

%
26

27
41

40
32

27

-6
6.

9%

46
.0

%
43

.9
%

教
職

員
を

対
象

と
し

た
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

使
用

を
含

む
応

急
手

当
講

習
を

行
っ

て
い

る
学

校
数

（フ
ロ

ー
）

校
－

－
33

,8
00

－
33

,5
35

－
－

33
03

2
－

36
.0

%
42

.8
%

43
.3

%

53
.5

%

95
.3

%

一
般

市
民

が
目

撃
し

た
心

原
性

心
肺

機
能

停
止

傷
病

者
の

う
ち

、
一

般
市

民
に

よ
る

除
細

動
実

施
の

有
無

別
の

1ヵ
月

後
社

会
復

帰
率

（フ
ロ

ー
）

％
38

.9
%

－
教

職
員

を
対

象
と

し
た

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
使

用
を

含
む

応
急

手
当

講
習

を
行

っ
て

い
る

学
校

の
割

合
（フ

ロ
ー

）
％

44
.9

%

文
部

科
学

省
58

9
94

8
96

7
52

.3
%

－
-

-1
3.

4%
③

④
文

部
科

学
省

－
28

59
0

調
査

中

消
防

庁
1.

9%
-3

.0
%p

t

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）
の

増
減

割
合

、
「H

30
～

R
2→

R
3～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

文
部

科
学

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

一
般

市
民

が
目

撃
し

た
心

原
性

心
肺

機
能

停
止

傷
病

者
の

う
ち

、
一

般
市

民
に

よ
る

除
細

動
実

施
の

有
無

別
の

1ヵ
月

後
生

存
率

（フ
ロ

ー
）

％
45

.1
%

41
.4

%
50

.2
%

50
.4

%
54

.0
%

53
.3

%

－
86

.7
%

－
-

-8
.6

%p
t

③
④

－
94

.8
%

－
－

－
－

93
.9

%

55
.9

%
53

.6
%

53
.2

%
49

.3
%

50
.3

%

調
査

中

54
.2

%

40
.1

%
42

.6
%

2.
3%

-3
.5

%p
t

⑥
消

防
庁

46
.1

%
45

.4
%

45
.7

%
48

.2
%

⑤

2
6
6

267268



種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

に
行

っ
た

施
策

を
踏

ま
え

た
評

価
評

価
府

省
庁

・
取

得
時

講
習

、
更

新
時

講
習

及
び

自
動

車
教

習
所

に
お

け
る

教
習

に
お

い
て

、
応

急
救

護
処

置
に

関
す

る
知

識
の

普
及

に
努

め
た

。
引

き
続

き
講

習
等

の
機

会
を

活
用

し
、

知
識

の
普

及
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
警

察
庁

・
令

和
３

年
度

救
急

業
務

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

会
に

お
い

て
、

全
国

の
消

防
本

部
に

お
け

る
応

急
手

当
の

取
組

に
つ

い
て

の
実

態
把

握
等

を
行

い
、

令
和

４
年

３
月

に
都

道
府

県
消

防
防

災
主

管
部

局
あ

て
「応

急
手

当
の

普
及

啓
発

活
動

の
推

進
に

関
す

る
実

施
要

綱
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

」
通

知
を

発
出

し
た

。
要

綱
の

一
部

改
正

に
よ

り
、

上
級

救
命

講
習

に
お

け
る

eラ
ー

ニ
ン

グ
の

更
な

る
活

用
が

可
能

と
な

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
令

和
５

年
３

月
に

消
防

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
公

開
す

る
「一

般
市

民
向

け
W

E
B

講
習

」の
内

容
を

改
訂

し
、

応
急

手
当

の
普

及
啓

発
の

推
進

を
促

し
た

。
消

防
庁

・
令

和
３

年
中

の
上

級
救

命
講

習
受

講
者

数
及

び
普

通
救

命
講

習
受

講
者

数
は

前
年

と
比

較
す

る
と

増
加

し
た

が
、

令
和

元
年

以
前

の
水

準
に

は
達

し
て

い
な

い
。

ま
た

、
一

般
市

民
が

目
撃

し
た

心
原

性
心

肺
機

能
停

止
傷

病
者

の
う

ち
、

一
般

市
民

に
よ

る
除

細
動

実
施

の
有

無
別

の
1
ヵ

月
後

生
存

率
及

び
1
ヵ

月
後

社
会

復
帰

率
は

前
年

と
比

較
す

る
と

増
加

し
た

が
、

令
和

元
年

以
前

の
水

準
に

は
達

し
て

お
ら

ず
、

引
き

続
き

、
応

急
手

当
の

普
及

啓
発

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

消
防

庁

・
都

道
府

県
が

実
施

す
る

教
職

員
に

対
す

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
取

り
扱

い
を

含
む

心
肺

蘇
生

法
講

習
会

、
事

故
発

生
時

の
初

動
対

応
等

の
事

故
対

応
に

関
す

る
講

習
会

の
開

催
を

支
援

し
て

い
る

。
講

習
会

参
加

人
数

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、

近
年

、
減

少
傾

向
に

あ
っ

た
も

の
の

、
令

和
５

年
度

に
お

い
て

は
、

約
5
,1

72
名

が
参

加
し

て
い

る
。

子
供

の
生

命
に

関
わ

る
突

発
事

案
が

発
生

し
た

際
の

第
一

の
対

応
者

は
教

員
で

あ
る

こ
と

が
多

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

引
き

続
き

教
員

の
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
文

部
科

学
省

備
考

記
入

府
省

庁

⑥
一

般
市

民
に

よ
る

除
細

動
が

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

傷
病

者
（適

応
で

な
か

っ
た

傷
病

者
を

含
む

。
）
の

１
ヵ

月
後

社
会

復
帰

率
5.

0
5.

5
％

と
比

較
し

て
約

8.
5倍

高
く
な

っ
て

い
る

。
（R

4）
消

防
庁

①
「
消

防
庁

の
予

算
」に

つ
い

て
、

消
防

は
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
（消

防
組

織
法

 第
６

条
）た

め
、

当
庁

と
し

て
の

予
算

は
な

い
。

消
防

庁

②
平

成
2
3 

年
は

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

、
釜

石
大

槌
地

区
行

政
事

務
組

合
消

防
本

部
及

び
陸

前
高

田
市

消
防

本
部

の
デ

ー
タ

を
除

い
た

数
値

で
集

計
し

て
い

る
。

消
防

庁

③
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
、

高
等

学
校

、
中

等
教

育
学

校
の

合
計

数
文

部
科

学
省

④
調

査
は

、
原

則
、

隔
年

実
施

。
文

部
科

学
省

⑤
一

般
市

民
に

よ
る

除
細

動
が

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

傷
病

者
（適

応
で

な
か

っ
た

傷
病

者
を

含
む

。
）
の

１
ヵ

月
後

生
存

率
8.

5％
と

比
較

し
て

約
5.

9倍
高

く
な

っ
て

い
る

。
（R

4）
消

防
庁

2
6
7
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年
度

年
度

年 年 年 年 年

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

2
6
2
,6

4
5

2
9
6
,8

0
7

3
0
6
,6

3
3

25
.9

%
20

.1
%

1
6
1
,3

8
1

1
8
8
,5

3
3

2
1
5
,8

2
1

2
3
5
,7

4
9

2
4
1
,6

7
5

2
4
3
,6

1
8

百
万

円

35
,7

75

④
消

防
庁

救
急

救
命

士
が

実
施

し
た

特
定

行
為

等
の

実
施

数
（
フ

ロ
ー

）
人

1
1
4
,8

6
0

1
2
2
,0

5
4

1
3
4
,7

1
7

1
3
5
,6

6
8

5,
13

2
5,

17
8

5,
24

1
5,

27
5

5,
30

1
5,

33
9

消
防

庁

救
急

救
命

士
を

運
用

す
る

救
急

隊
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

隊
4,

64
8

4,
76

3
4,

84
2

4,
89

7
4,

95
9

5,
00

8
5,

08
2

消
防

庁

救
急

救
命

士
の

数
（
ス

ト
ッ

ク
）

人
26

,5
33

27
,8

27
29

,1
97

31
,0

12

25
,2

22
26

,2
30

27
,2

83
28

,0
47

28
,8

27
29

,8
95

消
防

庁
41

,2
66

42
,4

95
43

,7
88

37
,1

43
38

,3
88

40
,0

43

18
,1

40
20

,7
14

21
,9

85
22

,8
41

1.
9%

13
,1

84
13

,9
43

14
,6

09
15

,1
37

15
,5

97

9.
4%

10
.4

%

2.
3%

④
⑤

32
,8

13
34

,2
23

10
.2

%
④

8.
0%

7.
8%

24
,1

08
9.

6%

消
防

庁

救
急

隊
員

の
う

ち
気

管
挿

管
認

定
救

急
救

命
士

の
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

人
－

10
,1

19
10

,3
11

11
,9

07

26
,5

81
27

,3
87

28
,1

15
28

,7
22

29
,3

89
30

,3
71

消
防

庁
5.

8%
③

15
,6

55
15

,9
77

16
,3

51
4.

8%
12

,6
93

43
,7

88
9.

4%
10

.4
%

32
,8

13
34

,2
23

35
,7

75
37

,1
43

38
,3

88
40

,0
43

－
②

消
防

庁

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

救
急

救
命

士
の

資
格

を
有

す
る

消
防

職
員

（
ス

ト
ッ

ク
）

人
26

,5
33

27
,8

27
29

,1
97

31
,0

12

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

消
防

庁

救
急

救
命

士
と

し
て

運
用

さ
れ

て
い

る
救

急
隊

員
（
ス

ト
ッ

ク
）

－
－

－
①

消
防

庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

消
防

機
関

に
お

い
て

実
施

し
て

い
る

救
急

救
命

士
養

成
の

た
め

の
研

修
も

し
く
は

講
習

の
参

加
人

数
（
フ

ロ
ー

）

人
－

－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

イ
ン

プ
ッ

ト
消

防
庁

の
予

算

6
(1

)
エ

R
2

R
3

R
4

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

人
21

,2
68

22
,1

18
22

,8
70

23
,5

60
24

,2
23

24
,9

73
25

,8
72

41
,2

66
42

,4
95

救
急

隊
員

の
う

ち
薬

剤
投

与
認

定
救

急
救

命
士

の
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

人
－

17
,0

56

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度
単

位
H

2
3

H
2
4

H
2
5

R
5

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

施
策

名

6
. 
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

(1
)　

救
助

・
救

急
体

制
の

整
備

エ
　

救
急

救
命

士
の

養
成

・配
置

等
の

促
進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・救
急

救
命

士
の

養
成

、
輸

液
等

の
実

施
の

た
め

の
講

習
・実

習
の

実
施

　
等

備
　

考
担

当
府

省
庁

R
1

2
6
8

269270



④
各

年
４

月
１

日
現

在
の

数
値

。
消

防
庁

⑤
消

防
職

員
に

お
け

る
人

数
。

消
防

庁

①
「消

防
庁

の
予

算
」
に

つ
い

て
、

消
防

は
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
（消

防
組

織
法

 第
６

条
）た

め
、

当
庁

と
し

て
の

予
算

は
な

い
。

消
防

庁

②
救

急
救

命
士

の
養

成
に

つ
い

て
は

、
各

消
防

本
部

単
位

で
計

画
的

な
養

成
が

行
わ

れ
て

お
り

、
当

庁
で

一
元

的
に

把
握

は
し

て
お

ら
ず

、
今

後
と

も
把

握
す

る
こ

と
は

困
難

。
消

防
庁

③
平

成
23

年
以

前
は

統
計

を
取

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
記

入
が

不
可

能
。

消
防

庁

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

平
成

25
年

に
指

導
的

立
場

の
救

急
救

命
士

（
指

導
救

命
士

）
を

中
心

と
し

た
教

育
体

制
の

構
築

の
必

要
性

を
示

し
、

平
成

28
年

３
月

に
都

道
府

県
消

防
防

災
主

管
部

局
あ

て
「指

導
救

命
士

の
認

定
者

数
の

拡
大

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

」通
知

を
発

出
。

救
急

業
務

に
携

わ
る

職
員

の
教

育
等

の
体

制
強

化
を

促
し

た
。

　
一

次
ア

ウ
ト

カ
ム

に
お

い
て

、
す

べ
て

の
項

目
が

増
加

傾
向

に
あ

る
。

各
消

防
本

部
で

救
急

業
務

に
携

わ
る

職
員

の
教

育
等

の
体

制
強

化
を

図
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
消

防
庁

備
考

記
入

府
省

庁

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

2
6
9

270271



年
度

－

施
策

名

6
. 
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

(1
)　

救
助

・
救

急
体

制
の

整
備

ケ
　

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

の
整

備

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

6
(1

)
ケ

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

18
,1

66
17

,7
17

17
,5

56
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

－
－

－

H
2
4

H
2
5

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

R
5

H
2
6

H
2
7

R
4

R
2

R
3

1
7
,8

5
0

－

特
定

交
通

安
全

施
設

等
整

備
事

業
に

係
る

予
算

の
内

数

18
,9

39

-
③

-

-9
.6

%

-
-

警
察

庁

消
防

庁
の

予
算

百
万

円
-

-
-

-
-

18
,1

28
20

,1
28

21
,5

04
18

,3
39

17
,8

30
-1

7.
0%

14
,2

25
18

,4
93

都
道

府
県

14
15

16
15

16
16

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

-

16
16

15
16

イ
ン

プ
ッ

ト

15
,2

29

－
－

－
-

-
②

消
防

庁
-

-
-

-

消
防

庁
2
次

ア
ウ

ト
カ

ム
現

場
へ

の
到

着
時

間
短

縮
に

よ
る

救
急

搬
送

時
間

（
フ

ロ
ー

）
分

消
防

庁

－
－

－

警
察

庁

消
防

庁

消
防

庁

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

の
整

備
都

道
府

県
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

16
16

16
0.

0%
0.

0%

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

緊
急

車
両

優
先

の
信

号
制

御
を

行
う

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

（F
A

S
T
）の

普
及

を
図

っ
た

き
め

細
か

な
対

策

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

－
－

－

年
度

警
察

庁

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

の
対

応
車

両
台

数
（
ス

ト
ッ

ク
）

台
-

1,
99

4
2,

88
1

2,
70

0
2,

77
0

2,
80

2
2,

81
1

2,
83

9
2,

56
3

2,
62

8
2,

56
1

2,
64

0
2,

70
6

3.
0%

-1
.5

%
年

度

車
両

台
数

の
調

査
開

始
が

平
成

2
4
年

度
で

あ
る

た
め

、
平

成
2
3
年

度
は

記
載

な
し

。

警
察

庁
1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
車

両
の

現
場

へ
の

到
着

時
間

（
フ

ロ
ー

）
分

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

－
-

-
①

2
7
0

271272



令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・緊
急

車
両

が
現

場
に

到
着

す
る

ま
で

の
リ

ス
ポ

ン
ス

タ
イ

ム
の

縮
減

及
び

緊
急

走
行

時
の

交
通

事
故

防
止

の
た

め
、

緊
急

車
両

優
先

の
信

号
制

御
を

行
う

現
場

急
行

支
援

シ
ス

テ
ム

（F
A

S
T
）の

整
備

を
図

っ
た

。
警

察
庁

備
考

記
入

府
省

庁

③
「消

防
庁

の
予

算
」
に

つ
い

て
、

消
防

は
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
（消

防
組

織
法

 第
６

条
）た

め
、

当
庁

と
し

て
の

予
算

は
な

い
。

消
防

庁

②
消

防
庁

で
は

、
現

場
急

行
支

援
シ

ス
テ

ム
の

導
入

地
域

等
の

状
況

を
把

握
し

て
お

ら
ず

、
各

消
防

本
部

で
も

通
報

を
受

け
る

以
前

の
事

故
発

生
か

ら
覚

知
す

る
ま

で
の

時
間

は
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
評

価
不

能
で

あ
り

、
今

後
も

把
握

す
る

こ
と

は
困

難
。

消
防

庁

①
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

車
両

の
現

場
へ

の
到

着
時

間
は

、
同

一
の

路
線

に
お

い
て

整
備

前
後

の
時

間
を

比
較

す
る

必
要

が
あ

る
と

こ
ろ

、
各

都
道

府
県

警
察

に
お

い
て

、
導

入
時

に
個

別
の

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
は

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

警
察

庁
に

お
い

て
年

度
毎

の
全

国
的

な
調

査
は

行
っ

て
い

な
い

た
め

把
握

し
て

お
ら

ず
、

今
後

も
把

握
す

る
こ

と
は

困
難

。
警

察
庁

2
7
1

272273



年
度

年
度

年
度

年
度

実
績

デ
ー

タ

R
5 - － 9,
39

8 16
10

6
36

-
-

-
-

-

-
-

⑤

7,
63

8
-

-
-

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

－
-

-

-
-

-
④

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

救
助

し
た

人
数

（
フ

ロ
ー

）
人

-
-

-
－

-
-

分
-

-
-

-
-

事
故

自
動

通
報

シ
ス

テ
ム

搭
載

車
が

事
故

を
起

こ
し

た
際

に
自

動
通

報
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
非

搭
載

車
と

比
較

し
た

際
の

到
達

短
縮

時
間

（
フ

ロ
ー

）

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

イ
ン

プ
ッ

ト

-

警
察

庁

-
7,

18
0

7,
31

7

警
察

庁

警
察

庁

台
数

-7
2.

4%
-

H
30

か
ら

評
価

開
始

R
2よ

り
評

価
方

法
を

変
更

国
土

交
通

省
10

13
13

60
.0

%

-

国
土

交
通

省
27

.4
%

11
.9

%

予
算

の
内

数 H
30

か
ら

評
価

開
始

7,
37

8
7,

45
3

-
②

百
万

円
-

-
-

-
－

-
-

-

①
警

察
庁

消
防

庁
の

予
算

百
万

円
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

警
察

庁
の

予
算

百
万

円

消
防

庁

H
2
7

R
4

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

6
(1

)
コ

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-

-
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

事
故

自
動

通
報

シ
ス

テ
ム

の
自

動
車

ア
セ

ス
メ

ン
ト

評
価

件
数

（フ
ロ

ー
）

国
土

交
通

省
の

予
算

自
動

車
事

故
対

策
機

構
運

営
費

交
付

金

施
策

名

6
. 
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

(1
)　

救
助

・
救

急
体

制
の

整
備

コ
　

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

・
事

故
自

動
通

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

H
2
6

消
防

庁

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
都

道
府

県
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

都
道

府
県

47
47

47
47

47
47

47
47

47
47

47
47

47
0.

0%
0.

0%
年

度

消
防

庁

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

の
契

約
者

数
（
ス

ト
ッ

ク
）

千
人

31
0

34
8

39
1

44
7

58
6

82
0

1,
16

4
1,

66
0

2,
38

3
3,

25
0

4,
72

2
5,

74
8

7,
14

0
11

9.
7%

14
1.

5%
年

度
③

消
防

庁

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
公

共
機

関
等

へ
の

通
報

数
（フ

ロ
ー

）
件

64
4

76
1

78
5

80
0

82
5

92
6

99
9

1,
34

4
2,

26
8

3,
86

7
6,

61
4

9,
76

3
13

,7
11

25
4.

6%
30

2.
3%

年
度

③

2
7
2

273274



種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・事
故

自
動

通
報

シ
ス

テ
ム

の
普

及
促

進
に

向
け

て
、

自
動

車
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

お
い

て
令

和
３

年
～

令
和

５
年

度
に

お
い

て
42

件
の

評
価

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
事

故
自

動
通

報
シ

ス
テ

ム
の

普
及

及
び

高
度

化
の

た
め

の
環

境
整

備
に

努
め

て
い

く
。

国
土

交
通

省

警
察

庁

消
防

庁
・自

動
車

技
術

会
開

催
の

障
害

予
測

に
よ

る
事

故
自

動
通

報
シ

ス
テ

ム
の

高
度

化
と

普
遍

化
に

関
す

る
検

討
委

員
会

に
参

画
し

、
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
の

普
及

及
び

高
度

化
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
。

備
考

記
入

府
省

庁

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

の
普

及
及

び
高

度
化

に
向

け
た

検
討

を
実

施
。

き
め

細
か

な
対

策

⑤
現

時
点

で
統

計
デ

ー
タ

が
な

く
、

第
1
1次

期
間

中
は

評
価

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
死

者
数

を
A

C
N

搭
載

車
に

よ
り

年
間

当
た

り
約

70
人

、
A

A
C

N
搭

載
車

に
よ

り
約

28
0人

減
ら

せ
る

可
能

性
が

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

。
（出

典
）
一

般
社

団
法

人
日

本
自

動
車

工
業

会
（参

考
U

R
L
）

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
lit

.g
o
.jp

/c
o
m

m
o
n
/0

01
18

64
13

.p
df

①
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
(H

E
L
P

)等
か

ら
の

関
係

情
報

の
取

得
は

、
通

信
指

令
シ

ス
テ

ム
の

一
機

能
と

し
て

実
現

さ
れ

て
お

り
、

本
機

能
に

係
る

予
算

額
の

み
を

切
り

出
す

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
警

察
庁

②
「消

防
庁

の
予

算
」
に

つ
い

て
、

消
防

は
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
（消

防
組

織
法

 第
６

条
）た

め
、

当
庁

と
し

て
の

予
算

は
な

い
。

消
防

庁

警
察

庁

④
現

時
点

で
統

計
デ

ー
タ

が
な

く
、

第
1
1次

期
間

中
は

評
価

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
A

C
N

搭
載

車
に

よ
り

、
自

動
的

に
通

報
が

行
わ

れ
た

場
合

で
は

、
事

故
発

生
か

ら
医

師
に

よ
る

治
療

開
始

ま
で

の
時

間
が

４
分

間
程

度
、

A
C

N
を

発
展

さ
せ

た
先

進
事

故
自

動
通

報
シ

ス
テ

ム
（
A

A
C

N
）
で

は
、

1
7分

間
程

度
短

縮
で

き
る

と
推

定
さ

れ
て

い
る

。
（参

考
U

R
L
）

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
lit

.g
o
.jp

/c
o
m

m
o
n
/0

01
18

64
13

.p
df

③

消
防

庁
・
事

故
自

動
通

報
シ

ス
テ

ム
(A

C
N

)を
用

い
た

サ
ー

ビ
ス

は
、

(株
)日

本
緊

急
通

報
サ

ー
ビ

ス
、

ボ
ッ

シ
ュ

(株
)、

(株
)プ

レ
ミ

ア
・エ

イ
ド

等
の

複
数

の
民

間
事

業
者

に
よ

り
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り

、
全

体
に

お
け

る
契

約
者

数
等

に
つ

い
て

消
防

庁
で

は
把

握
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

そ
れ

ら
の

サ
ー

ビ
ス

を
介

し
た

通
報

に
つ

い
て

、
全

国
の

消
防

本
部

に
お

い
て

必
ず

し
も

他
の

通
報

と
区

別
し

て
集

計
を

行
う

仕
組

み
と

な
っ

て
は

い
な

い
た

め
、

通
報

数
や

救
助

人
数

の
計

上
は

困
難

で
あ

る
。

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
て

警
察

に
対

し
て

通
報

を
実

施
し

て
い

る
民

間
事

業
者

は
、

現
在

の
と

こ
ろ

（株
）日

本
緊

急
通

報
サ

ー
ビ

ス
に

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
表

中
の

数
値

は
、

当
該

事
業

者
か

ら
聴

取
し

た
数

値
で

あ
る

。

2
7
3

274275



年
度

年
度

年
度

年
度

年

56 －

集
計

中

11
.8

%

イ
ン

プ
ッ

ト

集
計

中
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

32

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム
心

肺
停

止
者

の
一

ヶ
月

後
の

生
存

率
（
フ

ロ
ー

）
％

11
.4

%
11

.5
%

11
.9

%
12

.2
%

40
43

44

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
の

出
動

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

R
4

施
策

名

6
. 
救

助
・救

急
活

動
の

充
実

(2
)　

救
急

医
療

体
制

の
整

備

ウ
　

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

事
業

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

評
価

指
標

H
2
6

H
2
7

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

H
3
0

R
1

R
2

R
3

－

実
績

デ
ー

タ

R
5

8,
66

9

－

18
.3

%

－
-

-

6
(2

)
ウ

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

5,
01

4
6,

10
9

6,
48

4
厚

生
労

働
省

の
予

算

13
.0

%
13

.3
%

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

配
備

状
況

（ス
ト

ッ
ク

）
機

30
6

31
8

32
2

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

用
警

察
無

線
機

の
整

備
台

数
（
ス

ト
ッ

ク
）

台

医
療

提
供

体
制

推
進

事
業

費
補

助
金

の
内

数
と

な
る

厚
生

労
働

省

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
15

7
3

1

6,
63

8
6,

73
0

6,
73

0
7,

51
6

7,
60

0
28

.8
%

3,
68

8
4,

48
3

4,
88

4

H
30

以
降

は
予

算
な

し

百
万

円
2,

93
2

－
－

－
R

1以
降

は
調

査
な

し

警
察

庁
0.

3
3

0.
1

－
－

－

5.
0%

4月
1日

時
点

厚
生

労
働

省
56

5.
7%

53
55

警
察

庁
36

4
36

8
36

8
－

53

-3
.3

%
-1

7.
0%

pt
消

防
庁

13
,0

08
17

,5
22

20
,7

50
22

,7
41

25
,2

16
27

,9
10

29
,1

20
29

,4
38

-3
.7

%
厚

生
労

働
省

53
46

46
51

24
,1

88

－
22

0
27

2

25
,3

24
26

,9
21

－

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

全
国

の
救

急
搬

送
人

数
の

増
加

と
と

も
に

、
救

命
率

の
向

上
や

後
遺

症
の

患
者

搬
送

等
を

目
的

と
し

た
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
の

出
動

件
数

も
増

加
し

て
い

る
。

今
後

、
地

域
に

お
い

て
必

要
な

救
急

医
療

が
適

時
適

切
に

提
供

で
き

る
体

制
の

構
築

を
目

指
し

、
診

療
の

効
果

検
証

等
を

進
め

る
。

厚
生

労
働

省

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

注
1：

評
価

指
標

の
単

位
が

「％
」
の

も
の

は
、

「
％

」の
差

「
％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2：

「R
2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5
年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

13
.5

%
13

.9
%

13
.9

%
12

.2
%

11
.1

%
10

.3
%

2
7
4

275276



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

1,
23

8
1,

27
9

1,
26

8

16
3

15
5

15
7

15
7

15
7

42

実
績

デ
ー

タ

R
5

1
6
,6

2
3

- 57
0

2
4
,4

1
8

7
,5

7
1

-

42

H
2
7

R
4

7,
55

5

法
務

省

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

36
,9

10
38

,0
07

31
,4

07
32

,5
38

37
,6

58
22

.7
%

-

39
,0

15

1,
07

7
1,

12
6

92
6

-9
.3

%
-1

6.
4%

1,
87

7
1,

66
0

1,
54

7
97

7

2.
3%

法
務

省

示
談

あ
っ

旋
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

2,
35

8
2,

38
6

2,
01

5

1
0

1
0

0
0

件
5

1
4

4
1

国
土

交
通

省

交
通

事
故

等
に

関
す

る
書

類
作

成
援

助
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）

国
土

交
通

省
38

,5
38

交
通

事
故

等
に

関
す

る
代

理
援

助
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

1,
40

7
1,

64
5

1,
74

4
1,

72
0

5,
47

7
5,

19
0

4,
71

5
3,

74
1

84
8

74
2

-2
7.

4%
-3

3.
4%

法
務

省
1,

68
3

1,
56

1
1,

51
6

1,
36

9
1,

10
9

-2
0.

9%
-2

1.
4%

99
3

4,
16

9

-
-

15
6

3
,2

9
7

7
2
1 0

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

交
通

事
故

等
に

関
す

る
法

律
相

談
援

助
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

4,
99

4
5,

32
8

5,
70

2
5,

84
9

5,
95

6
6,

01
3

相
談

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

40
,7

27
39

,7
80

49
,3

82
50

,1
00

46
,4

22

4,
02

0

43
,4

21

国
土

交
通

省

交
通

事
故

の
民

事
紛

争
に

関
す

る
法

律
相

談
を

弁
護

士
が

無
料

で
実

施
し

て
い

る
相

談
所

の
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

か
所

16
7

16
9

16
2

39
41

41
42

42
42

国
土

交
通

省
15

6
15

6
15

6
0.

0%
-0

.4
%

15
9

交
通

事
故

の
民

事
紛

争
に

関
す

る
示

談
あ

っ
旋

業
務

を
弁

護
士

が
無

料
で

実
施

し
て

い
る

相
談

所
の

数
（
ス

ト
ッ

ク
)

2

0.
9%

1.
2%

か
所

39
39

39
39

39

-
-

-
-

-
-

-
-

0.
0%

0.
8%

-
デ

ー
タ

な
し

警
察

庁
-

-
-

イ
ン

プ
ッ

ト

1
6
,5

5
4

1.
6%

2.
3%

法
務

省

法
テ

ラ
ス

の
「
契

約
司

法
書

士
」
の

人
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

人
6,

06
5

6,
35

5
6,

71
4

6,
89

7

22
,3

46
23

,3
71

23
,7

40
24

,0
28

24
,0

56
24

,2
93

法
務

省

16
,5

70
17

,8
63

19
,1

59
20

,1
76

21
,0

33
21

,8
85

57
1

57
1

57
0

57
0

57
0

57
0

57
0

57
0

57
1

7,
12

8
7,

19
3

7,
29

4
7,

44
0

7,
45

3
7,

50
0

7,
52

5

予
算

な
し

警
察

庁

国
土

交
通

省
の

予
算

被
害

者
保

護
増

進
等

事
業

費
補

助
金

百
万

円
57

0
57

0
57

0

-
-

-
-

-
-

国
土

交
通

省
-0

.2
%

-0
.1

%

①
日

本
司

法
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
費

交
付

金
の

内
数

法
務

省

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
-

-
-

-
-

1
4
,5

6
8

1
4
,9

0
2

1
4
,8

4
7

1
5
,1

6
0

1
5
,6

6
4

12
.0

%
1
4
,3

5
1

1
2
,6

2
8

1
4
,6

0
7

1
4
,7

7
0

1
4
,5

2
2

1
4
,8

0
7

法
務

省
の

予
算

百
万

円

-

H
2
6

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

7
(2

)
イ

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

7.
1%

-
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

法
テ

ラ
ス

の
「
契

約
弁

護
士

」の
人

数
（
ス

ト
ッ

ク
）

人

-

施
策

名

7
. 
被

害
者

支
援

の
充

実
と

推
進

(2
)　

損
害

賠
償

の
請

求
に

つ
い

て
の

援
助

等

イ
　

損
害

賠
償

請
求

の
援

助
活

動
等

の
強

化

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

2
7
5

276277



①
「運

営
費

交
付

金
」
の

内
数

と
し

て
予

算
計

上
さ

れ
て

お
り

、
同

交
付

金
の

中
か

ら
切

り
分

け
が

困
難

。

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・昭
和

4
2年

度
か

ら
（
公

財
）日

弁
連

交
通

事
故

相
談

セ
ン

タ
ー

が
行

う
「自

動
車

事
故

相
談

及
び

示
談

あ
っ

旋
事

業
」を

対
象

と
し

て
補

助
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
本

事
業

は
、

自
動

車
事

故
に

係
る

損
害

賠
償

問
題

等
に

つ
い

て
、

公
正

で
中

立
な

弁
護

士
に

よ
る

相
談

等
を

受
け

ら
れ

る
環

境
の

整
備

を
図

り
、

自
動

車
事

故
被

害
者

の
救

済
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

本
事

業
で

は
、

電
話

相
談

に
よ

り
交

通
事

故
被

害
者

が
気

軽
に

相
談

で
き

る
仕

組
み

を
整

え
る

と
と

も
に

、
全

国
に

展
開

し
た

支
部

を
拠

点
に

面
接

相
談

と
そ

の
後

の
示

談
あ

っ
旋

を
広

く
行

い
、

交
通

事
故

被
害

者
の

救
済

を
図

っ
て

き
た

。
ア

ウ
ト

カ
ム

の
実

績
件

数
は

、
交

通
事

故
件

数
の

減
少

に
合

わ
せ

る
よ

う
減

少
傾

向
が

見
ら

れ
る

一
方

、
交

通
事

故
被

害
者

に
遺

漏
な

く
周

知
す

る
た

め
の

広
報

や
、

相
談

等
を

利
用

し
や

す
く
す

る
た

め
の

相
談

所
の

場
所

・
開

所
時

間
・
相

談
方

法
等

の
充

実
を

図
り

、
相

談
等

を
必

要
と

し
て

い
る

交
通

事
故

被
害

者
が

確
実

に
利

用
で

き
る

よ
う

、
次

期
計

画
に

お
い

て
も

、
引

き
続

き
、

着
実

に
環

境
を

整
備

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

国
土

交
通

省

・全
国

の
法

テ
ラ

ス
地

方
事

務
所

に
お

い
て

、
法

律
相

談
援

助
、

代
理

援
助

及
び

書
類

作
成

援
助

を
実

施
し

、
標

記
の

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

の
、

交
通

事
故

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

の
援

助
の

累
計

は
、

法
律

相
談

援
助

11
,0

58
件

、
代

理
援

助
2,

31
1

件
、

書
類

作
成

援
助

２
件

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

法
テ

ラ
ス

で
は

、
交

通
犯

罪
の

被
害

者
を

含
む

犯
罪

被
害

に
あ

わ
れ

た
方

や
御

家
族

の
方

に
対

し
法

制
度

の
紹

介
、

適
切

な
相

談
窓

口
の

案
内

、
弁

護
士

の
紹

介
等

の
情

報
提

供
を

行
う

専
門

ダ
イ

ヤ
ル

「犯
罪

被
害

者
支

援
ダ

イ
ヤ

ル
」を

令
和

４
年

に
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

化
し

、
利

用
者

の
経

済
的

負
担

の
軽

減
及

び
利

用
促

進
に

努
め

た
。

法
務

省

・交
通

事
故

被
害

者
に

対
す

る
適

正
か

つ
迅

速
な

救
助

の
一

助
と

す
る

た
め

、
救

済
制

度
の

教
示

や
交

通
事

故
相

談
活

動
を

積
極

的
に

推
進

し
た

。
警

察
庁

備
考

記
入

府
省

庁

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

法
務

省

2
7
6

277278



年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

国
土

交
通

省
4,

09
1

4,
12

0
4,

01
1

13
.3

%
19

.7
%

2,
78

1
3,

38
0

3,
54

1

9.
3%

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

介
護

料
受

給
者

の
相

談
件

数
（ス

ト
ッ

ク
）

件
1,

9
40

2,
13

9
2,

29
6

2,
57

7

3,
91

3
3,

92
9

3,
94

5
4,

09
5

4,
12

7
5.

0%
3,

29
8

3,
31

2
3,

37
8

3,
35

3
3,

31
7

3,
28

8
イ

ン
プ

ッ
ト

国
土

交
通

省
の

予
算

被
害

者
保

護
増

進
等

事
業

費
補

助
金

百
万

円
3,

2
03

3,
28

0

3,
08

3
3,

21
6

3,
28

9

6.
7%

国
土

交
通

省

（
エ

）　
介

護
料

受
給

者
へ

の
相

談
・情

報
提

供
等

の
充

実
・
強

化

26
9

29
6

32
7

34
1

34
3

34
1

百
万

円
3,

2
03

3,
28

0

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

短
期

入
院

・
入

所
に

係
る

協
力

病
院

・施
設

の
指

定
整

備
件

数
件

99
11

0
13

4
17

2
20

4
23

7

-
-

-
-

-

自
動

車
事

故
に

よ
っ

て
重

度
の

後
遺

障
害

を
負

っ
た

被
害

者
の

人
数

不
明

の
た

め

-
-

-
-

-
-

34
5

1.
2%

9.
3%

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
動

車
事

故
に

よ
っ

て
重

度
の

後
遺

障
害

を
負

っ
た

被
害

者
の

う
ち

介
護

料
を

受
給

し
て

い
る

被
害

者
の

割
合

（
フ

ロ
ー

）

％
-

-
-

-

3,
91

3
3,

92
9

3,
94

5
4,

09
5

4,
12

7
5.

0%
3,

29
8

3,
31

2
3,

37
8

3,
35

3
3,

31
7

3,
28

8
イ

ン
プ

ッ
ト

国
土

交
通

省
の

予
算

被
害

者
保

護
増

進
等

事
業

費
補

助
金

22
8

-5
.8

%
-1

.5
%

国
土

交
通

省

（
ウ

）
　

被
害

者
に

対
す

る
介

護
料

の
支

給
等

の
推

進

24
2

23
6

23
9

24
2

24
2

23
6

自
動

車
事

故
に

よ
っ

て
重

度
の

後
遺

障
害

（遷
延

性
意

識
障

害
）を

負
っ

た
被

害
者

の
治

療
・看

護
を

専
門

に
行

う
療

護
施

設
の

利
用

者
数

（
フ

ロ
ー

）

人
24

0
23

3
23

1
23

9
23

7
24

4

44
1

61
6

34
0.

0%
21

1.
2%

54
3

47
6

76
16

8
14

7
14

0
35

9

国
土

交
通

省

（
イ

）　
療

護
施

設
の

設
置

・運
営

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
(独

)自
動

車
事

故
対

策
機

構
施

設
整

備
費

補
助

金
百

万
円

38
0

37
9

40
5

40
4

-
-

-
-

-
交

通
遺

児
の

人
数

不
明

の
た

め
-

-
-

-
-

-

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

0
0

-
1
0
0
.0

%
0

0
0

0
0

65
9

生
活

資
金

貸
付

を
受

け
る

交
通

遺
児

等
の

割
合

（フ
ロ

ー
）

％
-

-
-

-

37
5

39
2

30
4

7
(3

)
ア

R
2

R
3

R
4

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

（
ア

）　
交

通
遺

児
等

に
対

す
る

生
活

資
金

貸
付

け
に

対
す

る
援

助

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
被

害
者

保
護

増
進

等
事

業
費

補
助

金
百

万
円

0
0

-7
8.

7%
国

土
交

通
省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
実

績
デ

ー
タ

増
減

率
（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

単
位

H
2
3

H
2
4

H
2
5

R
5

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

施
策

名

7.
 被

害
者

支
援

の
充

実
と

推
進

(3
)　

交
通

事
故

被
害

者
支

援
の

充
実

強
化

ア
　

自
動

車
事

故
被

害
者

等
に

対
す

る
援

助
措

置
の

充
実

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
独

立
行

政
法

人
自

動
車

事
故

対
策

機
構

に
よ

る
、

交
通

遺
児

等
や

自
動

車
事

故
に

よ
っ

て
後

遺
障

害
を

負
っ

た
被

害
者

等
へ

の
支

援
・
自

動
車

事
故

に
よ

る
被

害
者

を
め

ぐ
る

各
種

社
会

的
資

源
や

そ
の

生
活

実
態

の
把

握
を

進
め

、
必

要
な

支
援

策
の

具
体

化
に

向
け

た
調

査
研

究

備
　

考
担

当
府

省
庁

R
1

2
7
7

278279



64
年

度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

交
通

遺
児

等
や

自
動

車
事

故
に

よ
っ

て
後

遺
障

害
を

負
っ

た
被

害
者

等
へ

の
経

済
的

・精
神

的
支

援
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
具

体
化

に
向

け
た

支
援

策
の

調
査

研
究

・周
知

を
実

施
し

た
。

調
査

研
究

の
結

果
、

自
動

車
事

故
被

害
者

が
今

後
必

要
と

し
て

い
る

支
援

策
を

新
た

に
拡

充
し

た
。

自
動

車
事

故
発

生
件

数
の

推
移

と
同

様
に

自
動

車
事

故
被

害
者

数
も

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
次

期
計

画
に

お
い

て
も

自
動

車
事

故
被

害
者

が
必

要
と

す
る

支
援

を
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

支
援

内
容

や
周

知
方

法
等

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
国

土
交

通
省

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

国
土

交
通

省

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）
の

増
減

割
合

、
「H

30
～

R
2→

R
3～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

1
2

1
-5

0.
0%

-3
3.

3%
1

1
1

2
2

2

百
万

円
9

11
-9

.9
%

国
土

交
通

省

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
動

車
事

故
に

よ
る

被
害

者
を

め
ぐ

る
各

種
社

会
的

資
源

や
そ

の
生

活
実

態
の

把
握

と
必

要
な

支
援

策
の

具
体

化
に

向
け

た
調

査
研

究
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）

件
1

1
1

1

24
19

16
20

18
-2

.7
%

10
25

15
13

11
17

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
被

害
者

保
護

増
進

等
事

業
委

託
費

10
3

-
-

R
4よ

り
始

ま
っ

た
事

業
の

た
め

国
土

交
通

省

（
キ

）　
自

動
車

事
故

に
よ

る
被

害
者

を
め

ぐ
る

支
援

策
の

具
体

化
に

向
け

た
調

査
研

究

-
-

-
-

-
97

国
土

交
通

省

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

補
助

を
受

け
た

障
害

者
支

援
施

設
・グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
お

け
る

事
故

被
害

者
の

受
入

人
数

（フ
ロ

ー
）

人
-

-
-

-
-

-

-
45

51
-

-
R

4よ
り

始
ま

っ
た

事
業

の
た

め
-

-
-

-
-

-

対
前

年
比

で
の

賃
金

改
善

や
求

人
広

告
費

、
介

護
機

器
の

導
入

経
費

等
の

支
援

を
受

け
た

障
害

者
支

援
施

設
・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
件

数
（
フ

ロ
ー

）

件
-

-
-

-

0
1

-
-

R
4よ

り
始

ま
っ

た
事

業
の

た
め

国
土

交
通

省
-

-
-

-
-

-

R
4よ

り
始

ま
っ

た
事

業
の

た
め

国
土

交
通

省
-

52
0.

0
52

0
-

-

開
業

準
備

段
階

や
開

業
後

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
報

酬
を

得
ら

れ
る

ま
で

の
間

に
お

け
る

資
金

繰
り

の
支

援
を

受
け

た
障

害
者

支
援

施
設

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
件

数
（フ

ロ
ー

）

件
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

国
土

交
通

省

（
カ

）　
「介

護
者

な
き

後
」に

備
え

た
環

境
整

備
の

推
進

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
百

万
円

-
-

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

育
成

給
付

金
の

給
付

を
受

け
て

い
る

交
通

遺
児

の
割

合
（フ

ロ
ー

）

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

％
-

-
-

27
27

12
.5

%
16

.7
%

交
通

遺
児

の
人

数
不

明
の

た
め

国
土

交
通

省
20

20
22

20
24

23

（
オ

）　
交

通
遺

児
に

対
す

る
一

定
水

準
の

育
成

給
付

金

イ
ン

プ
ッ

ト
国

土
交

通
省

の
予

算
被

害
者

保
護

増
進

等
事

業
費

補
助

金
百

万
円

10
8

10
1

87
23

7
(3

)
ア

2
7
8

279280



年
度

年
度

年
度

年
度

年

実
績

デ
ー

タ

R
5 26

1 10 5 46

13
8

-

H
2
6

H
2
7

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

H
3
0

R
1

R
2

R
3

-1
6.

4%

0.
0%

-6
.7

%

犯
罪

被
害

者
対

応
経

費
の

内
数

法
務

省
37

6
22

6

R
4

施
策

名

7
. 
被

害
者

支
援

の
充

実
と

推
進

(3
)　

交
通

事
故

被
害

者
支

援
の

充
実

強
化

イ
　

交
通

事
故

被
害

者
等

の
心

情
に

配
慮

し
た

対
策

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・被
害

者
参

加
制

度
及

び
被

害
者

参
加

旅
費

等
支

給
制

度
の

周
知

及
び

教
示

・犯
罪

被
害

者
支

援
に

関
す

る
学

識
経

験
者

に
よ

る
検

察
職

員
へ

の
講

義
の

実
施

・更
生

保
護

官
署

職
員

に
対

す
る

交
通

事
故

被
害

者
等

に
よ

る
講

義
の

実
施

　
等

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

自
助

グ
ル

ー
プ

運
営

・連
絡

会
議

の
出

席
者

数
（
フ

ロ
ー

）
人

-
-

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
－

－
－

－
－

法
務

省
の

予
算

百
万

円

4
4

4

-

7.
9%

31
6

31
1

32
0

32
6

31
3

29
6

7
(3

)
イ

-

10
10

10
10

4
4

24
2

24
5

20
0

4
国

土
交

通
省

の
予

算
公

共
交

通
事

故
被

害
者

等
支

援
関

連
予

算
百

万
円

-
-

4

9
警

察
装

備
費

の
内

数
、

①
警

察
庁

10
9

国
土

交
通

省
25

.0
%

16
.7

%
H

25
に

創
設

4
5

4

②
法

務
省

-
-

－
－

13
4

13
1

12
9

13
1

13
2

13
1

－
10

③
国

土
交

通
省

-
-

-
-

イ
ン

プ
ッ

ト

33
5

28
3.

3%
20

7.
0%

平
成

28
年

度
事

務
移

管
警

察
庁

被
害

者
等

通
知

制
度

の
件

数
（
フ

ロ
ー

）
千

件
11

9
12

2
12

9
13

6

14
17

14
12

39
47

-
-

-

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム

被
害

者
支

援
施

策
の

利
用

度
・
満

足
度

（
警

察
の

交
通

事
故

捜
査

結
果

に
納

得
し

て
い

る
）（

フ
ロ

ー
）

-

13
4

12
9

5.
3%

1.
8%

％
-

-
61

%
-

-
-

-
-

-
-

-

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

注
1：

評
価

指
標

の
単

位
が

「％
」
の

も
の

は
、

「
％

」の
差

「
％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2：

「R
2
→

R
5」

は
令

和
2年

（
度

）に
対

す
る

令
和

5
年

（
度

）の
増

減
割

合
、

「
H

30
～

R
2
→

R
3～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進

-
-

-
-

定
型

調
査

未
実

施
警

察
庁

-
-

-
-

2
7
9

280281



令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・交
通

事
故

被
害

者
等

に
対

し
て

、
交

通
事

故
の

概
要

、
捜

査
経

過
等

の
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
刑

事
手

続
の

流
れ

等
を

ま
と

め
た

「交
通

事
故

被
害

者
の

手
引

」を
作

成
し

、
活

用
し

た
。

ま
た

、
各

都
道

府
県

警
察

本
部

の
交

通
捜

査
担

当
課

に
設

置
し

た
被

害
者

連
絡

調
整

官
等

が
、

各
警

察
署

で
実

施
す

る
被

害
者

連
絡

に
つ

い
て

指
導

を
行

っ
た

ほ
か

、
自

ら
被

害
者

連
絡

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
組

織
的

な
対

応
を

図
る

と
と

も
に

、
職

員
に

対
し

交
通

事
故

被
害

者
等

の
心

情
に

配
意

し
た

対
応

に
つ

い
て

徹
底

を
図

っ
た

。
警

察
庁

・法
務

省
に

お
い

て
は

、
被

害
者

参
加

制
度

や
被

害
者

参
加

旅
費

等
支

給
制

度
等

、
犯

罪
被

害
者

保
護

・支
援

の
た

め
の

制
度

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
く
解

説
し

た
犯

罪
被

害
者

等
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「犯

罪
被

害
者

の
方

々
へ

」を
作

成
し

、
検

察
庁

に
お

い
て

は
交

通
事

故
被

害
者

等
か

ら
事

情
聴

取
す

る
際

に
手

渡
す

な
ど

す
る

と
と

も
に

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

へ
の

掲
載

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

配
布

す
る

な
ど

し
た

。
引

き
続

き
、

同
様

の
施

策
を

実
施

す
る

。
法

務
省

・検
察

職
員

に
対

し
、

経
験

年
数

等
に

応
じ

た
各

種
研

修
等

に
お

い
て

、
犯

罪
被

害
者

支
援

に
携

わ
っ

て
い

る
学

識
経

験
者

等
に

よ
る

、
被

害
者

対
応

の
在

り
方

や
犯

罪
被

害
者

等
の

現
状

等
に

つ
い

て
の

講
義

を
実

施
す

る
な

ど
し

た
。

引
き

続
き

、
同

様
の

施
策

を
実

施
す

る
。

法
務

省

・検
察

庁
に

お
い

て
は

、
過

失
運

転
致

死
傷

を
含

む
一

定
の

犯
罪

の
被

害
者

等
に

対
し

、
前

記
記

載
の

と
お

り
被

害
者

参
加

制
度

を
周

知
・教

示
し

て
い

る
ほ

か
、

裁
判

所
に

よ
り

参
加

が
許

さ
れ

た
場

合
に

は
、

被
害

者
参

加
人

等
が

適
正

な
訴

訟
行

為
を

行
え

る
よ

う
、

検
察

官
が

密
接

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
保

ち
、

必
要

な
説

明
を

行
う

な
ど

、
同

制
度

の
適

切
な

運
用

に
努

め
た

。
法

務
省

・全
国

の
保

護
観

察
所

に
、

被
害

者
担

当
官

及
び

被
害

者
担

当
保

護
司

を
配

置
し

、
被

害
者

等
か

ら
の

相
談

に
応

じ
て

、
仮

釈
放

等
審

理
に

お
け

る
被

害
者

等
の

意
見

等
聴

取
制

度
な

ど
更

生
保

護
に

お
け

る
被

害
者

等
の

た
め

の
制

度
の

利
用

の
手

助
け

を
す

る
ほ

か
、

必
要

な
関

係
機

関
等

を
紹

介
す

る
な

ど
の

相
談

・
支

援
を

実
施

し
て

お
り

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

法
務

省

・更
生

保
護

官
署

職
員

に
対

し
、

研
修

に
お

い
て

、
被

害
者

等
や

被
害

者
支

援
団

体
に

よ
る

講
義

を
実

施
し

、
被

害
者

等
の

置
か

れ
て

い
る

現
状

や
心

情
な

ど
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
よ

う
努

め
て

お
り

、
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く
。

法
務

省

・交
通

事
故

被
害

者
サ

ポ
ー

ト
事

業
の

一
環

と
し

て
、

交
通

事
故

で
家

族
を

亡
く
し

た
こ

ど
も

の
支

援
に

向
け

て
広

く
情

報
を

発
信

す
る

た
め

、
一

般
の

方
も

聴
講

が
可

能
な

「交
通

事
故

で
家

族
を

亡
く
し

た
こ

ど
も

の
支

援
に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」を

開
催

し
た

。
警

察
庁

・交
通

事
故

被
害

者
等

の
支

援
の

充
実

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
「
交

通
事

故
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

事
業

」を
実

施
し

、
自

助
グ

ル
ー

プ
運

営
・連

絡
会

議
、

自
治

体
や

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
関

係
団

体
間

の
連

携
強

化
を

図
る

た
め

の
意

見
交

換
会

な
ど

を
行

っ
た

。
警

察
庁

備
考

記
入

府
省

庁

③
公

共
交

通
事

故
被

害
者

等
関

連
予

算
は

、
主

に
事

故
発

生
時

の
駆

け
つ

け
費

用
や

公
用

携
帯

維
持

費
等

と
し

て
計

上
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

「交
通

事
故

被
害

者
等

の
心

情
に

配
慮

し
た

対
策

の
推

進
」に

関
す

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

設
定

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
国

土
交

通
省

①
「被

害
者

支
援

の
充

実
と

推
進

」に
係

る
警

察
庁

予
算

は
、

「交
通

事
故

被
害

者
サ

ポ
ー

ト
事

業
」
（平

成
28

年
度

に
内

閣
府

か
ら

事
務

移
管

）の
予

算
を

計
上

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
。

警
察

庁

②
「被

害
者

等
通

知
制

度
の

件
数

」
は

、
交

通
事

故
に

限
ら

ず
、

刑
事

事
件

全
般

の
被

害
者

、
目

撃
者

等
を

対
象

と
し

、
そ

の
希

望
に

応
じ

た
事

項
に

つ
い

て
通

知
を

し
た

件
数

の
総

数
で

あ
り

、
本

調
査

の
対

象
と

す
る

範
囲

を
大

き
く
超

え
た

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

正
確

な
評

価
指

標
に

は
な

じ
ま

な
い

も
の

の
（ア

ウ
ト

カ
ム

以
降

の
プ

ロ
セ

ス
と

連
動

し
な

い
も

の
の

）、
交

通
安

全
基

本
計

画
上

の
一

施
策

の
実

績
値

と
い

う
観

点
か

ら
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
欄

に
記

載
す

る
も

の
。

法
務

省

2
8
0

281282



ア
　

ＩＴ
Ｓ

に
関

す
る

研
究

開
発

の
推

進

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

-

実
績

デ
ー

タ

R
5 38

0

-

0 1

10
0%

-

R
4

-

0

-
-

-

-
-

-
-

施
策

名

8
. 
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

充
実

(1
)　

道
路

交
通

の
安

全
に

関
す

る
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

推
進

(ウ
)　

交
通

管
理

の
最

適
化

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・
交

通
流

・量
の

積
極

的
か

つ
総

合
的

な
管

理
を

行
い

、
交

通
の

安
全

性
・快

適
性

の
向

上
と

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

の
研

究
開

発

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）
注

1
年 ・ 年 度

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

R
2
→

R
5

注
2

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注
2

8
(1

)
ア

(ウ
)

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

イ
ン

プ
ッ

ト
警

察
庁

の
予

算
百

万
円

-

車
両

の
動

態
把

握
等

に
よ

る
業

務
車

両
等

の
効

率
的

運
用

を
支

援
す

る
手

法
の

研
究

開
発

数
件

68
.9

%
警

察
装

備
費

の
内

数
、

①
警

察
庁

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

公
共

車
両

優
先

信
号

制
御

の
効

果
的

な
運

用
に

向
け

た
研

究
開

発
数

件
-

-
-

-

-
-

30
30

84
-

-
-

-
-

-
-

1
-

-6
6.

7%
①

警
察

庁
-

-
-

-
-

1

-
-

交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

等
に

関
す

る
研

究
開

発
数

件
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

1
-1

00
%

-3
3.

3%
①

警
察

庁

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
A

I 
や

新
た

な
通

信
方

式
等

を
活

用
し

た
交

通
管

制
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

に
関

す
る

報
告

書
の

数

件
-

-
-

-
-

-
-

1
1

警
察

庁
1

1
1

0%
0%

令
和

5年
度

ま
で

実
施

、
①

-
-

-

1
次

ア
ウ

ト
カ

ム

公
共

車
両

優
先

信
号

制
御

の
効

果
的

な
運

用
に

向
け

た
研

究
開

発
の

う
ち

研
究

成
果

が
出

た
割

合
％

-
-

-
-

-
-

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
A

I 
や

新
た

な
通

信
方

式
等

を
活

用
し

た
交

通
管

制
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

の
結

果
を

反
映

し
た

交
通

管
制

セ
ン

タ
ー

の
割

合

％
-

-
-

％
-

-
-

-
-

交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

等
に

関
す

る
研

究
開

発
の

う
ち

研
究

成
果

が
出

た
割

合

-
10

0%
pt

①
警

察
庁

車
両

の
動

態
把

握
等

に
よ

る
業

務
車

両
等

の
効

率
的

運
用

を
支

援
す

る
手

法
の

研
究

開
発

の
う

ち
研

究
成

果
が

出
た

割
合

％
-

-
-

-

-
-

-
0%

10
0%

10
0%

-
-

-
-

-
-

-

0%
pt

0%
pt

①
警

察
庁

-
-

-
-

10
0%

10
0%

10
0%

10
0%

警
察

庁
-

-
-

-
-

導
入

時
期

は
令

和
６

年
度

以
降

-
-

-
-

-
-

2
8
1

282283



年
度

- - -

8
(1

)
ア

(ウ
)

2
次

ア
ウ

ト
カ

ム

公
共

車
両

優
先

信
号

制
御

の
効

果
的

な
運

用
に

向
け

た
研

究
開

発
の

う
ち

実
用

化
さ

れ
た

割
合

％
-

-
-

-
-

-
-

-
②

警
察

庁

車
両

の
動

態
把

握
等

に
よ

る
業

務
車

両
等

の
効

率
的

運
用

を
支

援
す

る
手

法
の

研
究

開
発

の
う

ち
実

用
化

さ
れ

た
割

合

％
-

-
-

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

-
-

-
-

交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

等
に

関
す

る
研

究
開

発
の

う
ち

実
用

化
さ

れ
た

割
合

％
-

-
-

-

き
め

細
か

な
対

策

地
域

一
体

の
対

策

注
1
：評

価
指

標
の

単
位

が
「
％

」の
も

の
は

、
「％

」
の

差
「％

pt
」
に

て
計

算
。

注
2
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

先
端

技
術

の
活

用
推

進
○

公
共

車
両

優
先

信
号

制
御

の
効

果
的

な
運

用
に

向
け

た
研

究
開

発
、

民
間

プ
ロ

ー
ブ

情
報

（車
両

の
移

動
経

路
等

の
情

報
）を

学
習

さ
せ

た
Ａ

Ｉを
用

い
て

、
車

両
感

知
器

の
数

を
減

少
さ

せ
て

信
号

の
制

御
（省

感
知

器
制

御
）を

行
う

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

、
調

査
研

究
を

実
施

し
た

。

-
-

-
-

導
入

時
期

は
令

和
６

年
度

以
降

②

警
察

庁

-
-

-
-

備
考

記
入

府
省

庁

②
　

現
在

、
社

会
実

装
に

向
け

、
研

究
開

発
の

成
果

を
踏

ま
え

た
仕

様
案

に
つ

い
て

検
討

中
で

あ
る

た
め

、
評

価
不

能
で

あ
る

。
警

察
庁

①
　

令
和

２
年

度
か

ら
取

組
を

開
始

警
察

庁

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

４
．

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
Ａ

Ｉや
新

た
な

通
信

方
式

等
を

活
用

し
た

交
通

管
制

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
　

「今
後

の
交

通
管

制
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
」
と

し
て

、
令

和
３

年
度

に
は

、
省

感
知

器
制

御
を

実
現

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

要
件

定
義

書
を

作
成

す
る

な
ど

し
、

令
和

４
年

度
に

、
前

年
度

に
作

成
し

た
要

件
定

義
書

等
を

基
に

シ
ス

テ
ム

の
設

計
・開

発
等

を
行

い
、

令
和

５
年

度
に

は
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

実
証

実
験

及
び

効
果

検
証

を
行

っ
た

。
今

後
、

シ
ス

テ
ム

の
仕

様
化

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
警

察
庁

１
．

公
共

車
両

優
先

信
号

制
御

の
効

果
的

な
運

用
に

向
け

た
研

究
開

発
　

令
和

２
年

度
か

ら
令

和
３

年
度

ま
で

の
間

に
、

自
動

運
転

技
術

の
実

用
化

に
向

け
た

S
IP

の
枠

組
み

に
お

い
て

、
公

共
車

両
優

先
信

号
制

御
の

効
果

的
な

運
用

に
向

け
た

研
究

開
発

を
実

施
し

た
。

警
察

庁

３
．

交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

等
に

関
す

る
研

究
開

発
　

令
和

２
年

度
か

ら
４

年
度

に
か

け
て

、
戦

略
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

造
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
IP

）
の

枠
組

み
に

お
い

て
、

「交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

等
に

係
る

モ
デ

ル
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
調

査
研

究
」を

実
施

し
、

交
通

規
制

情
報

の
デ

ー
タ

精
度

向
上

を
図

る
た

め
の

モ
デ

ル
シ

ス
テ

ム
の

構
築

や
交

通
規

制
情

報
を

正
確

に
提

供
す

る
た

め
の

拡
張

版
標

準
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

検
討

等
を

行
っ

た
。

ま
た

、
令

和
５

年
度

は
調

査
研

究
結

果
を

踏
ま

え
、

拡
張

版
標

準
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

実
用

化
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
た

。
警

察
庁

2
8
2

283284



年
度

年
度

年
度

年
度

0

0

高
齢

者
の

交
通

安
全

に
係

る
調

査
研

究
の

予
算

1
1

10
23

42
50

高
齢

者
の

交
通

事
故

防
止

に
係

る
調

査
研

究
1

0
1

0

0

27
12

0
-1

00
%

12

-3
3.

3%
0

0

実
績

デ
ー

タ

内
閣

府
12

0
-1

00
%

-8
9.

9%
高

齢
者

の
交

通
事

故
防

止
に

係
る

調
査

研
究

の
予

算
警

察
庁

0 1

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

R
2

R
3

-6
2.

5%

0
1

R
5

0

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・限
定

条
件

付
免

許
制

度
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
（
令

和
３

年
度

）
　

限
定

条
件

付
免

許
制

度
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

に
資

す
る

た
め

、
国

内
及

び
諸

外
国

に
お

け
る

交
通

事
故

の
防

止
や

被
害

軽
減

に
資

す
る

と
考

え
ら

れ
る

先
進

安
全

技
術

や
車

両
の

開
発

動
向

、
普

及
状

況
等

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

先
進

安
全

技
術

や
車

両
に

係
る

交
通

事
故

実
態

に
関

す
る

調
査

・分
析

を
実

施
し

た
。

警
察

庁

・高
齢

者
の

交
通

安
全

対
策

に
関

す
る

調
査

(令
和

３
年

度
)

　
高

齢
化

の
進

展
に

伴
い

、
交

通
事

故
死

者
数

の
全

体
に

占
め

る
高

齢
者

の
割

合
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
特

に
高

齢
者

の
交

通
安

全
の

向
上

に
資

す
る

た
め

、
自

家
用

車
を

利
用

す
る

場
合

と
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

場
合

の
経

済
的

負
担

額
の

比
較

、
高

齢
運

転
者

が
安

全
に

運
転

を
続

け
る

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
な

ど
を

実
施

し
た

。
内

閣
府

イ
ン

プ
ッ

ト

0

0
1

0
0%

警
察

庁

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

高
齢

者
の

交
通

安
全

に
係

る
調

査
研

究
内

閣
府

-1
00

%
-8

3.
3%

内
容

（
事

例
等

）

1
3

2
1

内
閣

府
に

よ
る

研
究

テ
ー

マ
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

0
0

0

警
察

庁
の

予
算

百
万

円
0

0
0

0
0

10
10

0
0

0
内

閣
府

の
予

算

イ
○

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

H
2
5

H
2
6

0
0

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

0
0

8
(1

)

H
2
4

百
万

円

警
察

庁
に

よ
る

研
究

テ
ー

マ
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

0

施
策

名

8
. 
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

充
実

(1
)　

道
路

交
通

の
安

全
に

関
す

る
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

推
進

イ
　

高
齢

者
の

交
通

事
故

防
止

に
関

す
る

研
究

の
推

進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

（
第

1
1
次

交
通

安
全

基
本

計
画

P
8
2
～

８
３

）

・道
路

を
利

用
す

る
高

齢
者

及
び

高
齢

運
転

者
の

交
通

行
動

特
性

を
踏

ま
え

た
効

果
的

な
交

通
事

故
防

止
対

策
の

立
案

に
関

す
る

研
究

　
等

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
7

R
4

R
2
→

R
5

注

2
8
3

284285



オ
 安

全
な

自
動

運
転

を
実

用
化

す
る

た
め

の
制

度
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

26 1 2 1 31

-

施
策

名

8.
 研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

充
実

(1
)　

道
路

交
通

の
安

全
に

関
す

る
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

推
進

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・従
来

の
「
運

転
者

」の
存

在
を

前
提

と
し

な
い

場
合

に
お

け
る

交
通

ル
ー

ル
の

在
り

方
の

検
討

・自
動

運
転

シ
ス

テ
ム

が
カ

バ
ー

で
き

な
い

事
態

が
発

生
し

た
場

合
の

安
全

性
の

担
保

方
策

等
の

検
討

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位
H

2
3

増
減

率
（
％

）

年 ・ 年 度
H

2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

R
4

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

R
2

R
3

実
績

デ
ー

タ

R
5

8
(1

)
オ

H
2
8

H
2
9

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

-
20

20
イ

ン
プ

ッ
ト

警
察

庁
の

予
算

策
定

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
実

証
実

験
環

境
の

整
備

に
係

る
文

書
の

件
数

（
ス

ト
ッ

ク
）

件

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標

「
自

動
運

転
の

公
道

実
証

実
験

に
係

る
道

路
使

用
許

可
基

準
」
に

基
づ

い
て

実
施

さ
れ

た
実

証
実

験
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）

件
-

-
-

海
外

調
査

研
究

の
訪

問
国

数
（フ

ロ
ー

）
か

国

1
1

0.
0%

-
-

-

-
-

-

3
3

3
6

0
0

-1
0.

3%

調
査

研
究

の
実

施
件

数
（フ

ロ
ー

）
件

-

-

-
-

警
察

庁

-
-

17
29

29
26

26

-
-

9
7

4.
0%

1
0.

0%
0.

0%

自
動

運
転

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
に

要
す

る
経

費 H
28

か
ら

実
施

-
H

27
か

ら
施

策
開

始
警

察
庁

1
1

1

H
28

か
ら

作
成

警
察

庁
2

0.
0%

2
2

1
1

2
2

-
1

2

-
-

警
察

庁
14

12
1.

4%
12

6.
7%

-
-

-
-

-
-

-
警

察
庁

0
-

17
20

7

-
H

28
か

ら
集

計
開

始
警

察
庁

H
29

か
ら

集
計

開
始

-

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

1次
ア

ウ
ト

カ
ム

国
際

的
な

議
論

の
場

で
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

-

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5年

（
度

）
の

増
減

割
合

、
「H

30
～

R
2→

R
3～

R
5
」
は

平
成

30
年

～
令

和
2年

（度
）の

平
均

に
対

す
る

令
和

3年
～

令
和

5年
（度

）の
増

減
割

合
。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

-
-

-
-

-
-

百
万

円
- -

-
定

量
的

に
示

す
こ

と
は

困
難

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
8
4

285286



令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・道
路

交
通

安
全

グ
ロ

ー
バ

ル
フ

ォ
ー

ラ
ム

（W
P

.１
）や

、
IT

S
世

界
会

議
、

S
IP

-
ad

u
sワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
IT

S
に

係
る

欧
州

・米
国

・日
本

の
三

極
会

議
等

に
積

極
的

に
参

画
し

、
自

動
運

転
に

関
す

る
諸

外
国

に
お

け
る

議
論

の
動

向
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
我

が
国

に
お

け
る

取
組

を
説

明
す

る
な

ど
各

国
担

当
者

と
の

緊
密

な
意

見
交

換
に

努
め

て
い

る
。

警
察

庁

・令
和

４
年

５
月

、
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
へ

の
情

報
提

供
等

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
を

開
催

し
、

自
動

運
転

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

信
号

情
報

及
び

交
通

規
制

情
報

の
活

用
方

法
や

提
供

方
法

、
こ

れ
ら

の
情

報
提

供
に

係
る

費
用

負
担

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
専

門
家

と
共

に
検

討
を

行
い

、
令

和
５

年
３

月
に

報
告

書
を

取
り

ま
と

め
て

公
表

し
た

。
警

察
庁

・平
成

2
7年

度
以

降
毎

年
度

、
有

識
者

会
議

を
開

催
し

て
法

制
度

面
を

含
む

各
種

課
題

の
検

討
を

行
っ

た
。

令
和

３
年

度
に

開
催

し
た

「自
動

運
転

の
実

現
に

向
け

た
調

査
検

討
委

員
会

」に
お

け
る

検
討

結
果

を
踏

ま
え

、
令

和
４

年
４

月
、

S
A

E
レ

ベ
ル

４
に

相
当

す
る

、
運

転
車

が
い

な
い

状
態

で
の

無
人

自
動

運
転

の
う

ち
、

限
定

地
域

に
お

け
る

遠
隔

監
視

の
み

の
無

人
自

動
運

転
サ

ー
ビ

ス
を

念
頭

に
置

い
た

許
可

制
度

の
創

設
等

を
内

容
と

す
る

道
路

交
通

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
が

成
立

し
、

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

さ
れ

た
。

警
察

庁

2
8
5
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年
度

年
度

年
度

年
度

年

-3
.2

%
24

7

地
域

一
体

の
対

策

先
端

技
術

の
活

用
推

進

き
め

細
か

な
対

策

注
：「

R
2→

R
5
」は

令
和

2
年

（度
）
に

対
す

る
令

和
5
年

（度
）の

増
減

割
合

、
「
H

3
0～

R
2
→

R
3
～

R
5」

は
平

成
30

年
～

令
和

2年
（度

）の
平

均
に

対
す

る
令

和
3年

～
令

和
5年

（度
）の

増
減

割
合

。

種
　

類
該

　
当

内
容

（
事

例
等

）

36
5

33
0

35
4

36
1

35
2

-7
.6

%

国
土

交
通

省

警
察

庁

25
9

20
6

警
察

庁

交
通

事
故

総
合

分
析

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
（
フ

ロ
ー

）
千

件
20

3
23

4
28

5
34

1
30

9
-0

.9
%

w
e
bダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
を

含
む

（
H

2
3
を

除
く
） V
IS

IT
数

警
察

庁
32

7

42
0

36
5

35
5

33
2

-2
1.

0%
4.

6%
33

3

20
2

25
3

33
3

8
(2

)

-
-

21
2

20
6

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

交
通

事
故

総
合

分
析

セ
ン

タ
ー

の
調

査
実

施
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

11
8

14
1

14
1

11
3

16
0

23
2

H
2
9

広
報

誌
「
イ

タ
ル

ダ
・イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

」
の

発
行

部
数

（フ
ロ

ー
）

千
部

31
8

32
8

生 活 道 路

種
類

・
名

称
単

位

国
土

交
通

省
の

予
算

被
害

者
保

護
増

進
等

事
業

委
託

費

-
-

イ
ン

プ
ッ

ト

-
-

警
察

庁
の

予
算

32
9

26
2

34
5

36
1

施
策

名
8
. 
研

究
開

発
及

び
調

査
研

究
の

充
実

(2
)　

道
路

交
通

事
故

原
因

の
総

合
的

な
調

査
研

究
の

充
実

強
化

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

概
要

・交
通

事
故

総
合

分
析

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
、

ミ
ク

ロ
調

査
の

実
施

・医
工

連
携

に
よ

る
新

た
な

交
通

事
故

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
と

活
用

の
推

進
・交

通
事

故
調

査
・
分

析
に

係
る

情
報

提
供

に
よ

る
国

民
の

交
通

安
全

意
識

の
向

上
　

等

第
1
1
次

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

重
視

す
べ

き
視

点
評

価
指

標
増

減
率

（
％

）

年 ・ 年 度

備
　

考
担

当
府

省
庁

高 齢 者

子 供

歩 行 者

自 転 車
H

2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

R
5

R
2

-

81

-
-

-
-

百
万

円
-

-
-

-
-

-

-
-

百
万

円

-
-

32

R
2
→

R
5

注

H
3
0
～

R
2
→

R
3
～

R
5

注

H
3
0

R
1

実
績

デ
ー

タ

19
4

26
7

28
1

R
3

R
4

予
算

な
し

警
察

庁
-

-

30
5.

0%
55

.1
%

R
1か

ら
分

析
開

始
国

土
交

通
省

20
20

20

警
察

庁
16

.5
%

9.
1%

5.
4%

年
度

警
察

庁
交

通
事

故
総

合
分

析
セ

ン
タ

ー
の

自
主

研
究

の
件

数
（
フ

ロ
ー

）
件

16
13

13
9

11
12

9
7

10
10

6
9

9
-1

0.
0%

-1
1.

1%
年

度

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
に

行
っ

た
施

策
を

踏
ま

え
た

評
価

評
価

府
省

庁

・令
和

３
年

～
令

和
５

年
度

に
お

い
て

、
交

通
事

故
時

の
工

学
デ

ー
タ

と
医

学
デ

ー
タ

を
統

合
し

て
分

析
す

る
調

査
を

実
施

し
た

。
国

土
交

通
省

・各
種

調
査

研
究

の
成

果
を

交
通

安
全

対
策

の
実

施
に

活
用

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

、
関

係
機

関
・団

体
、

研
究

者
、

一
般

参
加

者
等

を
得

て
、

研
究

発
表

会
を

開
催

し
た

。
警

察
庁

・平
成

2
9年

度
か

ら
、

警
察

庁
か

ら
交

通
事

故
総

合
分

析
セ

ン
タ

ー
に

対
し

、
高

齢
者

講
習

、
認

知
機

能
検

査
の

実
施

結
果

等
に

係
る

情
報

の
提

供
を

開
始

し
て

、
交

通
事

故
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

充
実

を
図

っ
た

。
警

察
庁

国
土

交
通

省

交
通

事
故

総
合

分
析

セ
ン

タ
ー

の
受

託
研

究
の

件
数

（
フ

ロ
ー

）
件

8
7

9
11

10
9

11
13

13
11

15
12

12

2
8
6
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【参考】重視すべき視点（高齢者・子供・歩行者・自転車・生活道路）と重点施策及び新規施策との関係整理（試行版ロジックモデル） 

 

重視すべき視点「高齢者」に関する試行版ロジックモデル 

 

※１「高齢者の日常生活に関する意識調査」にて５年に一度調査。令和元年度は未実施のためデータが取得できない。 

※２ ２年ごとの調査。 

※３ ゾーン 30 プラスは令和３年８月より開始しているため、増減率は令和３年（施策開始から概ね１年経過した令和４年７月末現在の値）に対する令和５年の増減率を示してい

る。令和５年度末のゾーン 30の整備箇所数は 4,358 箇所、ゾーン 30 プラスの整備計画策定箇所数は 192 箇所、うち整備箇所数は 128 箇所。 

※４ 令和３年度末までに全国で整備したゾーン 30（4,187 地区）において、整備前年度の１年間と整備翌年度の１年間における死亡重傷事故発生件数を比較したところ、29.2％減

少しており、そのうち対歩行者・自転車事故も 26.5％減少するなど、交通事故抑止及びゾーン内における自動車の通過速度の抑制に効果があることが確認された。（出典：令和６年

版交通安全白書 p77） 

また、物理的デバイスの設置による効果として、各地（36 都道府県）で設置したスムーズ横断歩道（ハンプと横断歩道を組み合わせた構造物）の設置効果検証結果として、30km/h

を超えて走行する自動車の割合が設置前と比較して 19％減少した。（出典：警察庁交通局「生活道路におけるゾーン対策「ゾーン 30」「ゾーン 30 プラス」の概要」令和５年５月） 

※５ 高齢者の自転車乗用中（第１当事者）の法令違反有の交通事故件数の上位は、「安全運転義務違反」（増減率 38.8％）、「指定場所一時不停止等」（同-18.4％）、「交差点安全進行

義務違反」（同 11.8％）、「信号無視」（同-17.1％）であり、特に「安全運転義務違反」に課題がある。 

※６  令和２年度から調査を開始しているため、令和２年度に対する令和５年度の増減率を示している。 

※７「安全運転サポート車等限定条件付免許」は令和４年５月より開始しているため、令和４年に対する令和５年の増減率を示している。 

※８ 「運転技能検査」は令和４年５月より開始しているため、令和４年に対する令和５年の増減率を示している。 

※９ 令和４年のペダル踏み間違い急発進抑制装置の新車乗用車搭載率は 94.8％。 

【ロジックモデルに位置づかなかった施策】 

○重点施策及び新規施策 

３(４)エ 超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策 

４(１)ア(イ) 道路運送車両の保安基準の拡充・強化 

４(２)イ 安全な無人自動運転移動サービス車両の実現に向けた取組の促進 

８(１)イ 高齢者の交通事故防止に関する研究の推進 

○その他の施策 

２(３)ク(ア) 広範・集中的なキャンペーンの実施 

２(３)ク(イ) きめ細かな広報の充実 

２(３)ケ(ア) 高齢者に係る広報啓発活動等 
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重視すべき視点「子供」に関する試行版ロジックモデル 

 

※１ ゾーン 30 プラスは令和３年８月より開始しているため、増減率は令和３年（施策開始から概ね１年経過した令和４年７月末現在の値）に対する令和５年の増減率を示してい

る。令和５年度末のゾーン 30の整備箇所数は 4,358 箇所、ゾーン 30 プラスの整備計画策定箇所数は 192 箇所、うち整備箇所数は 128 箇所。 

※２ 令和３年度末までに全国で整備したゾーン 30（4,187地区）において、 整備前年度の１年間と整備翌年度の１年間における死亡重傷事故発生件数を比較したところ、29.2％減

少しており、そのうち対歩行者・自転車事故も 26.5％減少するなど、 交通事故抑止及びゾーン内における自動車の通過速度の抑制に効果があることが確認された。（出典：令和６

年版交通安全白書 p77） 

【ロジックモデルに位置づかなかった施策】 

○重点施策及び新規施策 

４(３) 自動車アセスメント情報の提供等 

５(３)ア 暴走族追放気運の高揚及び家庭、学校等における青少年の指導の充実 

６(１)ウ 自動体外式除細動器の使用も含めた心肺蘇生法等の応急手当の普及啓発活動の推進 

○その他の施策 

１(15)ウ 子供の遊び場等の確保 

２(１)ケ 交通事犯被収容者に対する教育活動等の充実 

２(３)オ チャイルドシートの正しい使用の徹底 

２(３)ク(ア) 広範・集中的なキャンペーンの実施 

２(３)ク(イ) きめ細かな広報の充実 
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重視すべき視点「歩行者」に関する試行版ロジックモデル 

 

※１ 「高齢者の日常生活に関する意識調査」にて５年に一度調査。令和元年度は未実施のためデータが取得できない。 

※２ ゾーン 30 プラスは令和３年８月より開始しているため、増減率は令和３年（施策開始から概ね１年経過した令和４年７月末現在の値）に対する令和５年の増減率を示してい

る。令和５年度末のゾーン 30の整備箇所数は 4,358 箇所、ゾーン 30 プラスの整備計画策定箇所数は 192 箇所、うち整備箇所数は 128 箇所。 

※３ 令和３年度末までに全国で整備したゾーン 30（4,187地区）において、 整備前年度の１年間と整備翌年度の１年間における死亡重傷事故発生件数を比較したところ、29.2％減

少しており、そのうち対歩行者・自転車事故も 26.5％減少するなど、交通事故抑止及びゾーン内における自動車の通過速度の抑制に効果があることが確認された。（出典：令和６年

版交通安全白書 p77） 

※４  令和元年度から着手率を算出しているため、増減率は令和２年度に対する令和５年度の増減率を示している。 

【ロジックモデルに位置づかなかった施策】 

○重点施策及び新規施策 

４(１)ア(イ)道路運送車両の保安基準の拡充・強化 
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重視すべき視点「自転車」に関する試行版ロジックモデル 

 
※１ 子供の自転車乗用中（第１当事者）の法令違反有の交通事故件数の上位は、「安全運転義務違反」（増減率 12.1％）、「指定場所一時不停止等」（同-12.6％）、「交差点安全進行義

務違反」（同 0.0％）であり、特に「安全運転義務違反」に課題がある。 

※２ 16-64 歳の自転車乗用中（第１当事者）の法令違反有の交通事故件数の上位は、「安全運転義務違反」（増減率 19.2％）、「指定場所一時不停止等」（同-8.0％）、「交差点安全進行

義務違反」（同 10.3％）、「信号無視」（同-8.7％）であり、特に「安全運転義務違反」と「交差点安全進行義務違反」に課題がある。 

※３ 高齢者の自転車乗用中（第１当事者）の法令違反有の交通事故件数の上位は、「安全運転義務違反」（増減率 38.8％）、「指定場所一時不停止等」（同-18.4％）、「交差点安全進行

義務違反」（同 11.8％）、「信号無視」（同-17.1％）であり、特に「安全運転義務違反」に課題がある。加えて、高齢者の電動アシスト自転車利用が増加するとともに、事故件数も増

加しており、高齢の電動アシスト自転車利用者は、速度を出し過ぎるという認識が欠如している上に、交差点での待機時の危険認識も足りていない傾向があるにもかかわらず速度

の出やすい経路を好んで選択しているため、停止すべき場所でもあまり止まりたくないという心理が働き、交差点での飛び出しや一旦不停止による事故につながるとする分析もあ

る。（鈴木美緒・村田直人「高齢者による電動アシスト自転車事故発生要因に関する基礎的分析」土木学会論文集 D3(土木計画学)、Vol.74,No.4,334-342,2018） 

※４ ゾーン 30 プラスは令和３年８月より開始しているため、増減率は令和３年（施策開始から概ね１年経過した令和４年７月末現在の値）に対する令和５年の増減率を示してい

る。令和５年度末のゾーン 30の整備箇所数は 4,358 箇所、ゾーン 30 プラスの整備計画策定箇所数は 192 箇所、うち整備箇所数は 128 箇所。 

※５ 令和３年度末までに全国で整備したゾーン 30（4,187地区）において， 整備前年度の１年間と整備翌年度の１年間における死亡重傷事故発生件数を比較したところ，29.2％減

少しており，そのうち対歩行者・自転車事故も 26.5％減少するなど， 交通事故抑止及びゾーン内における自動車の通過速度の抑制に効果があることが確認された。（出典：令和６

年版交通安全白書 p77） 

※６ ２年ごとの調査のため、令和３年度に対する令和５年度の増減率を示している。 

【ロジックモデルに位置づかなかった施策】 

○重点施策及び新規施策 

４(１)ア(イ)道路運送車両の保安基準の拡充・強化 
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重視すべき視点「生活道路」に関する試行版ロジックモデル 

 
 

※１生活道路以外の信号機も含む（生活道路とそれ以外を区分することが困難）。 

※２ ２年ごとの調査。 

※３ 「高齢者の日常生活に関する意識調査」にて５年に一度調査のためデータが取得できない。 

※４ ゾーン 30 プラスは令和３年８月より開始しているため、増減率は令和３年（施策開始から概ね１年経過した令和４年７月末現在の値）に対する令和５年の増減率を示してい

る。令和５年度末のゾーン 30の整備箇所数は 4,358 箇所、ゾーン 30 プラスの整備計画策定箇所数は 192 箇所、うち整備箇所数は 128 箇所。 

※５ JAF によると、信号機が設置されていない横断歩道を通過する車両を対象（7,540 台）とした調査において、歩行者が渡ろうとしている場面で一時停止した車は 3,003 台

（39.8％）となり、約６割の自動車が止まらない結果となった（出典：JAF「信号機のない横断歩道での歩行者横断時における車の一時停止状況全国調査（2022 年調査結果）」） 

【ロジックモデルに位置づかなかった施策】 

○重点施策及び新規施策 

１(10)エ ETC2.0 の展開 

１(10)オ道路運送事業に係る高度情報化の推進 

１(12)ア災害に備えた道路の整備 

１(12)イ災害に強い交通安全施設等の整備 

１(12)ウ災害発生時における交通規制 

１(12)エ災害発生時における情報提供の充実 
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